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文 教 民 生 委 員 会 次 第 

 

日 時 2022年11月17日(木)９：30～ 

場 所 第２委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 自己紹介 

正副委員長 → 委 員 → 当 局（名簿順） → 事務局 

 

４ 協議事項 

⑴ 委員会所管事項の事務概要について  

前半の部 

【市民生活部】 

市民課 生活環境課 

【健康福祉部】 

社会福祉課 高年介護課 健康増進課 

  【各振興局】 

後半の部 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 文化・スポーツ振興課 新文化会館整備推進室 

【教育委員会】 

教育総務課 こども教育課 こども育成課 

 

⑵ 委員会の重点調査事項について ＜別紙１＞ 

 

⑶ 各種委員の選出について ＜別紙２＞   

 

⑷ 席次の指定について ＜別紙３＞  

  

５ 報告事項 

 ⑴ 豊岡西デイサービスセンターの廃止について（健康福祉部 高年介護課） 

 ⑵ 国民健康保険運営協議会の開催時期の見直しについて（市民生活部 市民課） 

  

６ そ の 他 

 

７ 閉  会 



【委　　員】

8 名

【当　　局】

7 名 11 名

欠席

欠席

11 名 11 名

【事 務 局】 合計 49 名

三上　尚美

議会事務局主幹兼調査係長 小崎　新子

河本　美佳

社会福祉課参事 丸谷　祐二

こども教育課長 和田　晃典高年介護課長

健康増進課参事 村尾　恵美 こども育成課長 吉本　　努

健康増進課参事 武田　満之

高年介護課参事 和田　征之 こども教育課参事

木村　弥江  こども教育課参事  森山　健二高年介護課参事

健康福祉部長

こども育成課参事 桒垣　敦子

職   名 氏　名

こども育成課参事 吉谷　孝憲

但東振興局 市民福祉課長 柏木　敏高

こども育成課参事

教育総務課参事 大谷　康弘

木之瀬晋弥

健康増進課長 宮本　和幸 こども教育課（こども育成課）参事 惠後原博美

定元　秀之

 こども育成課参事  山本加奈美健康増進課参事

原田　政彦 教育次長 正木　一郎

社会福祉課長 大谷　賢司 教育総務課参事 宇川　義和

出石振興局 市民福祉課参事 内田　　完

職   名 氏　名 職   名 氏　名

出石振興局 市民福祉課長 川口　雅浩

教育総務課長 永井　義久健康福祉部参事 谷岡　慎一

日高振興局 市民福祉課参事

城崎振興局 市民福祉課長 土岐　浩司文化・スポーツ振興課長 原田　泰三

竹野振興局 市民福祉課長 岡田　　貢文化・スポーツ振興課参事

西松　秩里

大岸　勝也

日高振興局 市民福祉課長 川端美由紀新文化会館整備推進室長 櫻田　　務

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 岡　本　昭　治

職   名 氏　名 職   名 氏　名

委　　　員 小　森　弘　詞

委　　　員 田　原　宏　二

竹　中　　　理

委　　　員 西　田　　　真

委　　　員

副 委 員 長 米　田　達　也

委　　　員 石　田　　　清

委　　　員

生涯学習課長 旭　　和則 市民課参事 川崎　智朗

生涯学習課参事 土生田祐子 生活環境課長

上　田　伴　子

2022.11.17

地域コミュニティ振興部長 幸木　孝雄 市民生活部長 瀧下　貴也

地域コミュニティ振興部参事 米田　紀子 市民課長 惠後原孝一

成田　和博

文 教 民 生 委 員 会 名 簿



 

文教民生委員会重点調査事項 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ８ 生涯学習について 

 

   ９ 新型コロナウイルス感染症対策について 
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午前９時２５分開会 

○委員長（岡本 昭治） 皆さん、おはようございま

す。 

 定刻より５分ほど早いんですけども、皆さんがお

そろいになりましたので、ただいまから文教民生委

員会を開会いたします。 

 私このたび、今日から１年間、文教民生委員長を

務めさせていただくことになりました。 

 この委員会は、市民には本当に身近なところの施

策が多いということですし、新型コロナウイルスの

対応、そして、新文化会館の整備事業も入札から建

設という段階に進むということで大変重要な時期

かなと思います。皆さんのいろんなご協力を得なが

ら、委員会が充実して、そしてスムーズに進めてい

くように務めてまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 なお、当局から、こども教育課、森山参事、こど

も育成課、山本参事の欠席についての申出があり、

許可しておりますので、ご了承願います。 

 本日の当局職員出席者についてですが、委員会室

の密集をできるだけ軽減するため、前半の部、市民

生活部、各振興局、健康福祉部、後半の部として、

地域コミュニティ振興部、教育委員会の２つのグル

ープに分けて出席いただくよう要請しております

ので、ご了承ください。 

 また、協議事項の後に報告事項が２点ほどありま

す。それにつきましては、各部の時間の調整上、前

半の部が終わった後に報告事項をしていただくと

いうことに少し変更させていただきますので、ご了

承のほうをよろしくお願いをしたいと思います。 

 それでは、次に移りまして、自己紹介に移らせて

いただきます。初めての会ですので、自己紹介をし

ていただきたいと思います。 

 市議会では、さきの臨時議会において役員改選が

行われ、新しい体制となりました。 

 ここで、当委員会の出席者全員に自己紹介をお願

いしたいと思います。簡潔で結構ですので、お願い

したいと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、そして当局職員、最

後に事務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員は、マイクを使用し、お手元の名

簿の順でお願いをしたいと思います。 

 まず、委員からですが、紹介させていただきます。 

 委員長を務めさせていただきます、岡本昭治とい

います。よろしくお願いいたします。 

 どうぞ、副委員長。 

○委員（米田 達也） 皆様、おはようございます。

今年度副委員長をさせていただくことになりまし

た米田でございます。先輩議員がいらっしゃる中で

の副委員長という大役ではございますけども、皆様、

今年度１年、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（岡本 昭治） そちらからずっと。 

○委員（小森 弘詞） おはようございます。委員を

務めます小森弘詞と申します。よろしくお願いいた

します。前回まで総務委員会におりまして、これだ

け大勢の当局の皆様と対面する機会がありません

でしたので、今、大変圧倒されておりますけども、

１年間、負けずに頑張りますので、ひとつよろしく

お願いをいたします。 

○委員長（岡本 昭治） これ半分ですので。 

○委員（上田 伴子） おはようございます。上田伴

子です。もう何年もここの委員会に所属しておりま

して、また、でも次々といろんな課題が出てきます

ので、一生懸命頑張ります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（竹中  理） おはようございます。委員の

竹中理です。前回は建設経済だったんですけど、ま

たこちらのほうで１年間よろしくお願いします。 

○委員（石田  清） 石田清です。顔見知りの方多

いですけども、１年間頑張りますのでよろしくご鞭

撻お願いします。 

○委員（田原 宏二） おはようございます。田原宏

二と申します。何分分からんことばかりですので、

勉強させていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

○委員（西田  真） おはようございます。西田で

ございます。久々の文教民生委員会です。どうぞよ

ろしくお願いします。 
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○委員長（岡本 昭治） 次に、市民生活部のほうか

ら順にお願いいたします。 

○市民生活部長（瀧下 貴也） おはようございます。

市民生活部長、瀧下でございます。どうぞよろしく

お願いします。 

○市民課長（恵後原孝一） 失礼します。市民課長の

恵後原です。どうぞよろしくお願いします。 

○市民課参事（川崎 智朗） おはようございます。

市民課参事の川崎と申します。よろしくお願いいた

します。 

○生活環境課長（成田 和博） 失礼します。生活環

境課長の成田です。よろしくお願いいたします。 

○城崎振興局市民福祉課長（土岐 浩司） おはよう

ございます。城崎振興局市民福祉課長をしておりま

す土岐と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○竹野振興局市民福祉課長（岡田  貢） 竹野振興

局市民福祉課長の岡田と申します。どうぞよろしく

お願いします。 

○日高振興局市民福祉課長（川端美由紀） 日高振興

局市民福祉課長の川端と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○日高振興局市民福祉課参事（西松 秩里） 失礼し

ます。日高振興局市民福祉課参事の西松と申します。

よろしくお願いいたします。 

○出石振興局市民福祉課長（川口 雅浩） おはよう

ございます。出石振興局市民福祉課長の川口と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○出石振興局市民福祉課参事（内田  完） 同じく

出石振興局市民福祉課参事の内田と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○但東振興局市民福祉課長（柏木 敏高） おはよう

ございます。但東振興局市民福祉課長の柏木と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 健康福祉部長の原田

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康福祉部参事（谷岡 慎一） 健康福祉部参事の

谷岡です。どうぞよろしくお願いします。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） おはようございます。

社会福祉課長の大谷でございます。よろしくお願い

いたします。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） 同じく社会福祉課

参事の丸谷と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○高年介護課長（定元 秀之） おはようございます。

高年介護課長の定元です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○高年介護課参事（和田 征之） おはようございま

す。同じく高年介護課参事の和田と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○高年介護課参事（木村 弥江） おはようございま

す。同じく高年介護課参事の木村と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○健康増進課長（宮本 和幸） おはようございます。

健康増進課長の宮本です。よろしくお願いします。 

○健康増進課参事（村尾 恵美） 失礼いたします。

健康増進課参事の村尾と申します。よろしくお願い

いたします。 

○健康増進課参事（三上 尚美） 失礼いたします。

健康増進課参事の三上と申します。よろしくお願い

いたします。 

○健康増進課参事（武田 満之） おはようございま

す。健康増進課参事の武田でございます。よろしく

お願いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に、事務局を務め

ます議会事務局の小崎と申します。よろしくお願い

します。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 なお、後半の部でも、委員の皆さんにはご紹介を

していただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、協議事項に入らせていただきます。 

 （１）委員会所管事項の事務概要について。 

 まず、当局から部単位で一通りの説明を受けた後、

各委員から質疑等を行っていただきます。 

 本日はあくまでも事務概要の説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局説明及び委員か

らの質問は要点を押さえて、簡潔明瞭にお願いいた

します。 
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 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いい

たします。 

 それでは、市民生活部から説明お願いいたします。 

 どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 市民課、恵後原です。 

 市民生活部からですけれども、市民課の重点事項

は２項目ございます。各項目の概要に沿って進捗状

況を説明いたします。 

 １７ページをご覧ください。よろしいでしょうか。 

それでは、１項目めですけれども、国民健康保険

事業の安定的な運営についてです。 

 現況と課題に記載のとおり、国民健康保険事業は

国民皆保険体制の基幹的な制度として役割を担っ

ていますが、財政状況につきましては、医療技術の

高度化や被保険者の高齢化等によりまして、１人当

たり医療費が年々増加傾向にあり、低所得者層や高

齢者層が多いという加入構造の影響もあって厳し

い状況にあります。 

 それでは、１８ページの取組の進捗状況を説明い

たします。 

 １つ目、医療費の動向です。１０月末現在、医療

費の年間推移計画を６８億８，６００万円と見込ん

でございます。この金額は前年度の実績額に比べて

２２６万円の減額となります。また、１人当たりの

医療費では、２０２２年度の見込額が４０万６９２

円となり、前年度実績に比べまして、金額で１万２，

９７６円高く、増減率では３．４％増となります。

受療の状況では、前年度から新型コロナウイルス感

染症予防の影響によります受診控えが収まりまし

て平時に戻ってきております。今年度もこの状況が

続くと見込んでございます。前年度の１人当たりの

医療費は３８万７，７１６円で、その前年よりも１

万６，４７７円高くなっております。このように、

医療費の動向では、１人当たりの医療費が年々高く

推移しています。一方で、被保険者数は減少傾向に

あります。 

 このような状況の中で、県単位化による保険料水

準の統一の協議を進めております。県における納付

金の算定や県市が保有する基金の活用で被保険者

負担が急激に上昇しないよう、県との協議に努めて

おります。 

 ２つ目の国保税の収納率の向上では、９月末現在

の現年課税分で２８．１％と前年度同期比較で０．

７％高い状況となっています。 

 なお、１０月末が確定しておりますのでご報告さ

せていただきます。 

 現年課税分で３７．９％となっています。前年度

同期比較では１．０％高い状況で、コロナ流行前の

２０１９年度の同期比較では１．４％高い状況で納

付をいただいております。 

 医療費の適正化については、例年同様に診療報酬

明細書の点検、資格審査の実施を継続して行ってい

ます。 

 このほか、３点目に記載の医療費通知を今年度も

年６回、奇数月に発送して実施しています。 

 また、４点目の後発医薬品、ジェネリック医薬品

ですけれども、これの普及啓発事業では、（１）後

発医薬品利用差額通知を年２回通知しています。８

月診療分の普及率は７６．６７％で、前年同期に比

べて約１．３％高い状況となっています。それから、

（２）後発医薬品を希望する意思表示カードのケー

スを保険証の更新時に併せて配布しております。こ

のようなことをしながら後発医薬品の普及啓発に

努めております。 

 ５点目の特定健診及び特定保健指導については、

２０２１年度の特定健診受診率は４２．１％で、前

年度に比べ５．６％増となっています。集団健診で

は、コロナ対策で密を避けるため、平時よりも若干

少ない受付の設定でございましたが、感染対策を講

じて実施をしております。 

 特定保健指導では５７．５％と前年度より０．

３％減と高い率での横ばいの状況を維持しており

まして、健診会場での保健師の声かけや面談での活

動の成果によるところでもございます。 

 今年度も前年度同様に集団健診では密を避け、感

染対策を講じて実施しています。また、前半の健診

キャンセル者につきましても後半の日程に振り替



 4 

えるなどの対応をして、健診受診につなげていると

ころでございます。 

 ６点目は、傷病手当金の適切な支給についてです。 

 新型コロナウイルス感染症等の療養のため勤務

ができなくなった被保険者に対して支給するもの

ですけれども、１０月末現在で３１件、９９万８，

４９６円の支給をしています。 

 続いて、１９ページをご覧ください。乳幼児等こ

ども医療費の助成です。 

 現況と課題に記載のとおり、本市の乳幼児等及び

こども医療費助成制度については、兵庫県の福祉医

療制度を活用して、市が上乗せ助成を行い、保険診

療に係る自己負担の一部を助成しております。また、

２０２１年７月診療分から貧困世代間連鎖の解消

のため、非課税世帯のゼロ歳から中学３年生までの

子供の外来受診に係る医療費につきまして、窓口負

担を無料としております。さらに今年の７月診療分

からは、子育て世帯の経済的負担軽減のため、３歳

児までの医療費について所得制限を設けずに窓口

負担を無料としております。 

 それでは、２０ページをご覧ください。進捗状況

を説明いたします。９月末現在の各医療費助成の受

給者数と助成額の状況につきましては、記載のとお

りでございます。 

 今年度の市単独事業による対象者と助成範囲の

制度拡充による影響ですけれども、ゼロ歳から３歳

児の受給者約１，６００人のうち、所得制限を受け

なくなったことによりまして受給ができるように

なった方は９０人程度でございます。そして、助成

額としては、月額平均で約１３５万円増えてござい

ます。１人当たりの助成額といたしましては、制度

改正前と比べて約５６０円上昇しています。これら

の動向は想定されたことではございますけれども、

改正後２か月分の情報での比較でありますので、今

後の医療費助成額に留意が必要と考えております。

説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それでは、生活環境

課分３項目についてご説明申し上げます。 

 ２１ページをご覧ください。ごみの減量化事業に

ついてご説明いたします。循環型社会の構築に向け

て、さらなるごみの減量化、再資源化を推進してい

ます。 

 進捗状況です。１の３Ｒ運動については、豊岡市

環境衛生推進協議会と合同での研修会及び３Ｒ推

進運動のキャンペーン活動を実施しました。 

 ２並びに５ですが、古紙類の再生利用促進につき

ましては、燃やすごみの約４０％が紙類であること

から、資源ごみの集団回収を推進しています。今年

度に自治会や子供会などの団体において３１８件

の実施で、古紙類を１，０３３．５トン回収してい

ただき、補助金を交付しています。昨年同期より件

数は６件減少していますが、回収量は１３．８トン

増加している状況です。 

 ３の水切り運動についてです。生ごみの約８０％

は水分と言われていることから、生ごみの減量を目

指すため、水切り運動を展開しています。市広報掲

載による啓発により、関係団体などと協力して水切

りの実践を呼びかけています。 

 ４の食品ロス対策です。事業系はもちろん、家庭

から排出される食品ロスについても広報等で周知

を図っています。今年度は、既に２回、市広報で啓

発、年内にもう一度行う予定です。外食時の食べ切

りの推奨、食品購入前の冷蔵庫の確認など、引き続

きタイミングを見計らい啓発に努めます。 

 ６の不法投棄の防止とクリーン作戦の充実は、引

き続き自治会、各種団体、関係団体と連携を図り、

パトロール、回収の実施に努めています。 

 ７のプラスチックごみ削減対策の推進について

は、１０月２２日にキックオフイベントを芸術文化

観光専門職大学で実施し、多くの市民の方にお越し

いただきました。引き続きプラスチックごみ削減の

ため、市広報やフェイスブックなどの媒体を活用し

て啓発を進めてまいります。 

 次に、２３ページをご覧ください。消費者行政活

性化事業についてご説明いたします。 

 消費者トラブルの解決と消費者被害防止の取組

を進めているところです。進捗状況としましては、
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１にありますように、市消費生活センターに寄せら

れた本年１０月末までの相談件数は４０２件で、救

済額は３，４４７万４，０００円となっています。

最近多いのは、市役所の担当課を名のり、還付金を

返金するなどといってＡＴＭに向かわせて振込を

させる還付金詐欺が増加しており、実際に被害が発

生した事例もあったため、防災行政無線により注意

喚起を行いました。引き続き被害防止に努めます。 

 相談件数のうち、新型コロナウイルス感染症関連

の相談は７件で、インターネット通販でお試しのつ

もりで商品を購入したが、定期購入になっていたな

どの相談が多く寄せられています。 

 ４の出前講座につきましては、詐欺被害の防止や

エシカル消費の啓発を内容として、区老人クラブな

どに出向き講座を行っておりますが、依然新型コロ

ナウイルス感染症の影響により実施回数が減少し

ており、今年度については１０月までに２回実施し

ております。 

 ５の中学生への啓発講座は、インターネットに係

るトラブルの防止や成年年齢引下げの注意点をテ

ーマに市内の８校で実施し、６４５人に受講いただ

きました。 

 ６の市民啓発講座は、ふだんの見守り活動の中で

高齢者の消費トラブルを防ぐことができるように

福祉委員と民生児童委員の方を対象に、９月に出石

地域と豊岡地域で開催をいたしました。 

 次、２５ページをご覧ください。環境施策の総合

調整です。毎年、環境基本計画に基づいた環境報告

書を作成しています。第１回及び第２回環境審議会

で環境報告書を審議し、年内に公表を予定していま

す。 

 ３の地球温暖化防止対策です。まずは、（１）の

再生可能エネルギー導入促進です。昨年度、環境省

の補助事業を活用して、再生可能エネルギー導入戦

略を策定いたしました。本戦略を今年度から２年を

かけて改定する地球温暖化対策実行計画（区域施策

編）に反映させ、２０５０年ＣＯ２の排出実質ゼロ

を目指すために計画を改定しようとするものです。 

 （２）の大規模太陽光発電所の管理運営について

は、市内３か所の発電所において発電された電気を

売電し、必要経費との差益については、環境政策の

財源などとして活用しています。 

 （３）の住宅用太陽光発電システム設置支援は、

パネルが３３件、蓄電池６件、パネルと蓄電池のセ

ットが２６件、事業用太陽光発電システム設置支援

は５件の申請を受けています。 

 （４）の木質ペレット、まきを利用するストーブ・

ボイラー設置支援は、ペレットストーブが６件、ま

きストーブは１０件の申請を受け付けております。

住宅太陽光発電システム設置支援事業、事業用太陽

光発電システム支援事業、木質ペレット・まきを利

用するストーブ・ボイラー設置支援事業については、

先ほど説明しました太陽光発電所の差益などによ

り事業を行っております。 

 （５）の普及啓発です。地球温暖化防止対策に係

る省エネ推進等の普及啓発を進めてまいりたいと

考えています。市民の皆さんのふだんの行動への意

識づけ、広がりが特に必要だと考えていることから、

今年度も広報に４回掲載し、フェイスブックを開設

し、ＳＮＳを活用し、市民への周知を図っていると

ころです。その他のものにつきましては、事業概要

に記載のとおりですのでご清覧ください。市民生活

部の説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 以上で市民生活部の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いいたします。 

○委員（西田  真） 委員長、よろしいか。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） １８ページの医療費の動向な

んですけどね、ちょっと待ってくださいね。この年

間推計額が対前年費が２２６万円減となっとって、

そして、下のほうですけど、１人当たりの医療費が

３．４％増なんですけど、ちょっとこれの逆みたい

な感じがするんですけど、説明していただければと

思います。簡単でいいです。 

○委員長（岡本 昭治） 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） これにつきましては、被
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保険者数が減ってございますので、計算上そういう

ふうになってしまうということです。 

○委員（西田  真） ちょっとよう分かりませんけ

ど。 

 ほんで、委員長、もう１点よろしいか。 

○委員長（岡本 昭治） どうぞ、西田委員。 

○委員（西田  真） ジェネリックの分なんですけ

ど、これが７６．６７％で対前年比１．２９％増な

んですけど、これは平均的に、全国平均いうか、兵

庫県平均でいいますと、どんな感じなんでしょうか、

豊岡は。ちょっと教えてください。 

○委員長（岡本 昭治） 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） すみません、手元に資料

ございませんので、後でよろしいでしょうか。 

○委員（西田  真） はい、また後で委員長のほう

に提出していただければと思います。 

○市民課長（恵後原孝一） すみません、ご迷惑かけ

ます。 

○委員（西田  真） 委員長、もう１点だけお願い

します。 

○委員長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○委員（西田  真） ２１ページのごみの集団回収

なんですけど、いろんなとこから回収をしてくれな

くなったという話がいろいろと来て、何とか以前の

ように回収していただけませんかいう問合せが結

構あるんですけど、その辺の考え方はいかがでしょ

うか。 

○委員長（岡本 昭治） 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 今、委員ご指摘の資

源回収、事業者さんのほうがちょっと回収できなく

なったというお話です。６月の議会のときにも一般

質問の答弁させていただいたとおりなんですけど

も、やっぱり日曜日に社員さんをあまり働かせたく

ないという事業者さんの意向もございまして、小規

模でやっておられる集団回収については、ちょっと

お断りを受けたというような問合せを自治会の会

長さんですとか区長さんからお受けをしておりま

す。 

 それについては、常設の資源回収庫を設置してい

ただいて、わざに日曜日に、そういった休みの日に

回収をするのではなくて、平日にでも業者さんに取

りに来ていただけるようなことをご案内したりだ

とか、それから、隣同士の区で合同でしていただく

ようなことをちょっと考えていただけませんかと

いうようなことなどのこちらからのアドバイスを

させていただいております。 

 今のところ特に困った様子ではなくて、別の業者

さん、やっぱり豊岡地域の方は豊岡地域の業者さん

を選ばれる傾向があったんですけども、市内の他地

域の業者さんにもちょっと声をかけていただいた

りして、今のところは上手にというか、その後の苦

情は今のところは受けてないですが、引き続きまた

そういった事例が出てくるというふうにも考えて

ますので、引き続きそういったご相談についてはこ

ちらのほうで対応させていただきたいというふう

に考えております。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今課長のほうから、苦情は来

てないという話をお聞きしたんですけど、結構こっ

ちのほうには届いてますんで、その辺は、また、ど

ういいますか、聞く耳も大きくしていただいて、今

後検討していただければと思います。よろしくお願

いします。委員長、以上です。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかありますでしょう

か。ありませんか。 

 ないようですので、以上をもちまして市民生活部

の概要説明を終わらせていただきます。 

 続いて、健康福祉部のほうからお願いをいたしま

す。 

 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 健康福祉部の説明を

させていただきます。 

 社会福祉課からは３件の事務につき説明いたし

ます。 

 お手元の資料２７ページをご覧ください。豊岡市

地域福祉計画の推進でございますが、現況と課題に

記載のとおり、この地域福祉計画はより実効性の高

い計画とするために、豊岡市の行政計画と豊岡市社
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会福祉協議会の行動計画を一体的に今年の３月に

作成しており、計画期間は今年度２０２２年度から

２０２６年度の５年間としております。 

 住民、関係機関や市社協、市が目指すべき方向性

を共有し、それぞれの役割の下、連携、協働し、計

画で定めた施策の達成に向けた取組を進めていく

必要がございます。 

 それでは、進捗状況といたしまして、まず１つ目

ですが、専門職による地域づくり支援の強化は、生

活支援コーディネーターやコミュニティワーカー

を有する社協が主体となって取り組み、市はその活

動を支援する役割を担っております。 

 ２８ページをご覧ください。取組の内容としまし

て、事例では、（１）生活協同組合コープこうべと

障害者団体、一般社団法人暮らしの学校農楽、それ

から、ＮＰＯ法人セルフサポートいずしさんと連携

し、高齢者の見守り、買物支援と障害者の社会参加

等を目的として、見守り個配サービスを１０月から

出石・但東地域でモデル的に開始しております。 

 （２）としまして、地域コミュニティ等への福祉

車両を貸し出し、住民主体の外出支援活動を広げる

取組を実施し、１５件の実績がございます。 

 それから、（３）地域コミュニティ等での地域福

祉に関する研修会、認知症、見守り、声かけ等、福

祉関係者、民生委員・児童委員、民生・児童協力委

員、福祉委員等によります福祉連絡会の実施を行い

まして、地域福祉研修会は２１回、福祉連絡会は１

５回行っておるところでございます。 

 （４）としましては、８団体に対しまして、地域

コミュニティにおける地域づくり計画の策定を支

援しております。 

 それから、２つ目の包括的な支援や連携の調整を

行う調整機能の充実ですが、地域福祉計画推進部会

の中で、包括的な相談支援や連携の調整を行う調整

機能の充実について検討を行ってるところでござ

います。部会の開催といたしましては、第１回部会、

７月６日に開催いたしております。主な内容としま

して、複合化、複雑化した課題や支援困難ケースに

対する相談体制の現状についてを話し合ってござ

います。それから、第２回の部会、１０月１２日に

開催しております。主な内容としまして、総合相談

センターの現状と課題について、包括的な支援体制

の推進に向けた解決策についてを話をしておりま

す。今後の包括的な支援体制の整備について協議を

進めようと考えてるところでございます。 

 続きまして、２９ページをご覧ください。豊岡市

障害者福祉計画の推進でございます。 

 現況と課題に記載のとおり、こちらの計画につき

ましては、障害者の福祉に関する基本的施策を定め

た障害者計画と、障害者福祉サービスや障害児通所

支援等の提供体制の確保に係る目標等を定めた障

害福祉計画（第６期）と、障害児福祉計画（第２期）

のこの３つの計画を合わせたものを２０２０年度

に策定しております。今後も引き続き各計画で定め

た施策や成果目標の達成に向けての取組を進め、計

画の基本理念である障害のある人もない人も共に

支え合い自分らしく笑顔で暮らせるまちづくりを

目指すものでございます。 

 ３０ページをご覧ください。進捗状況といたしま

しては、１、福祉人材の育成・確保ですけれども、

院内介助等、場所や時間を限定することで障害者等

の活躍の場が確保できると考えられることから、自

立支援協議会せいかつ部会において、資格取得のた

めの養成講座の内容や課題の検討を行ってるとこ

ろでございます。 

 ２としまして、相談支援体制の充実です。 

 （１）としまして、基幹相談支援センターの直営

について。社会福祉法人豊岡市社会福祉協議会に委

託していました基幹相談支援センターについて、２

０１９年３月に体制の弱体化とか専門性の確保が

困難であるなどの理由から委託継続が困難である

との申出がございました。２０２２年４月から、市

直営の保健師２名の体制で主任相談支援専門員と

も連携し、同行訪問や事例検討による専門的な指導

や助言等により、事業所支援や人材育成を行ってお

るところでございます。 

 （２）委託相談支援事業所の拡充について。障害

者、障害児が自立した日常生活または社会生活を営
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むことができるよう、本人やその家族、介護者等か

らの相談に対応できる３つの相談支援事業所、豊岡

市障害者相談支援事業所、それから、相談支援事業

所ぴあほくたん、生活支援センターほおずきさんに

委託しております。本年２０２２年４月からは相談

スペースポッシュを加えた４事業所に拡充したと

ころでございます。 

 ３番、療育体制の充実につきましては、１つ目、

（１）自立支援協議会こども部会にて、療育を受け

る利用の流れや事業所の内容をまとめた児童通所

支援利用マニュアルを４月に作成し、配布しました。

利用者に役立てていただいております。 

 （２）発達障害児等支援連絡会議についてでござ

いますが、主にサポートファイルの利活用や発達障

害児の支援に関することを関係機関の内部の委員

により協議を行ってございます。今年度豊岡病院の

医師が会議に参加し、医療も連携して、資源の確認、

切れ目のない支援、他機関との連携など、発達障害

児等の支援に向けた協議を行ってございます。１０

月２１日に開催し、１２月にも開催予定のところで

ございます。大谷からは以上でございます。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） 私からは、子供の

貧困対策の推進についてご説明をさせていただき

ます。 

 続きまして、３１ページをご覧ください。ページ

の中ほどの基本方針でございます。基本方針としま

しては、子供を抱える世代の所得格差が子供の学力

差を生み出し、将来の所得格差につながるという貧

困の世代的再生産、世代間連鎖とも言いますが、こ

れを断ち切ることで子供の将来がその生まれ育っ

た環境によって左右されることのないように、貧困

の状況にある子供がすこやかに育成される環境を

整備するための子供の貧困対策を推進するという

こととしております。施策の概要につきましては、

同じページの中ほど下のほうにございます。 

 ページをめくっていただきまして、進捗状況につ

きましてご説明を申し上げます。 

 まず、１点目の非認知能力の向上と学力の向上等

でございます。（１）ひとり親家庭文化芸術鑑賞支

援事業、みらい応援制度とも呼んでおります。こち

らの実施状況でございます。１１月１日現在の利用

者数は２９世帯、６５人となっております。昨年同

期１６世帯、２９人と比較しまして、新型コロナウ

イルス感染症拡大による行動制限の影響が減少し

ていることから、大きく増加している状況にござい

ます。 

 また、（２）今年度の新規事業としまして、生活

困窮を原因に学力や自立心の定着が阻害されるこ

とのないように、小・中学生のいる対象世代に生活

学習支援員を派遣する事業を開始しております。直

近の利用者数は２人、いずれも中学生となっており

ます。 

 それから、２点目、課題を有する子供の早期発

見・支援といたしまして、気になる子供について、

学校の職員の方、それから先生の気づきを促す気づ

きシート、こちらのほうを作成をいたしまして、２

年前の幼稚園、保育園、認定こども園に続き、今年

度は教育委員会を通じて小・中学校に配付をし、活

用をお願いをしております。３点目、ひとり親非正

規雇用者に対する重点的支援といたしまして、

（１）、安定した就労支援が得られるよう、ステッ

プアップ意識を高めるために、引き続きステップア

ップセミナーを実施しております。 

 昨年度実施いたしましたひとり親家庭の実態調

査におきましても、困り事の上位には生活費のこと

と子供の教育といったことがございました。今年度

はひとり親のライフプラン、マネープランの参考と

なるようなメニューとしまして、これまで２回実施

をしております。この２回の連続セミナーを受けま

して、１２月には豊岡のハローワークのご協力もい

ただきながら、キャリアアップや正規雇用への転職

に向けた具体的な助言を行う個別相談会の開催を

予定しております。 

 （３）、自立や就労に向けた資格取得や就職、転

職、それから収入増を目指すひとり親の方を対象と

して、個々のケースに応じた自立支援プログラムを

策定しまして、支援状況をフォローアップし、継続

的な伴走支援を行っております。昨年度末からプロ
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グラムの策定を実施しておるわけですけれども、今

年度は既に２６人の方のプログラムを作成し、目標

達成による自立促進を図っている、そういう状況に

あるものでございます。 

 ４点目、子供の生活習慣づくり・子供との関わり

方に関する支援としまして、市内小・中学校におけ

る睡眠記録表を活用した睡眠教育の実施について

は、昨年度までに既に取組を開始していただいてお

りまして、あわせて、子供の関わり方に関する調査

研究も継続して実施しておるところでございます。

社会福祉課からは以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 高年介護課の定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 高年介護課は２項目

あります。３３ページをご覧ください。１項目めの

介護保険事業の円滑な推進について説明いたしま

す。 

 現況と課題に記載のとおり、本市の高齢化率は

年々増加しており、兵庫県の平均を大きく上回って

おります。今後、団塊の世代の方が７５歳の後期高

齢者となる２０２５年度には、要支援・要介護認定

者のさらなる増加が見込まれるため、高齢者が介護

や支援が必要な状態になってもできる限り住み慣

れた地域で生活できるよう、医療や介護などが一体

的に提供される地域包括ケアシステムの推進が重

要となってきます。 

 では、概要に記載しております内容については、

３４ページからの進捗状況で説明をいたします。１

の地域包括ケアシステムの推進です。 

 （１）の在宅医療・介護連携の推進ですが、平成

２７年７月に設立されました豊岡市在宅医療・介護

連携推進協議会では、市内における在宅医療・介護

連携の推進や適切な在宅医療、介護の提供促進を支

援するための事業を行っております。 

 （ア）ですが、今月の２日に研修会を実施しまし

た。内容は、豊岡健康福祉事務所の守本先生の講演

と医師、訪問看護師、ケアマネなどによるパネルデ

ィスカッションであります。 

 次に、（イ）のバイタルリンクの使用です。バイ

タルリンクとは、医師と介護の多職種連携システム

で、医療版のＬＩＮＥみたいなものであります。医

師、薬局、訪問看護事業所、ケアマネ等がバイタル

リンクを使用することで在宅患者の状況をリアル

タイムで共有でき、その状況によって、医師は適切

な指示を行うことができます。登録件数は１０月末

で４７か所です。今後は少しでも登録件数を増やし、

より有効な活用を行っていきたいと思っておりま

す。 

 （ウ）の訪問診療医の紹介ですが、病院を退院す

る在宅訪問診療医師のいない訪問診療希望者に対

し、医師の調整を行っております。１０月末で７件、

医師を紹介しております。 

 続いて、（２）の地域ケア会議ですが、アの自立

支援に向けたケアプランについて毎月実施する自

立支援型地域ケア会議を１０月末現在で２８回、イ

の高齢者の困難なケースの課題解決について随時

検討する個別ケア型地域ケア会議を１０月末で２

０回実施しております。さらに、ウの自立支援型と

個別ケア型から抽出された課題をさらに分析し、対

応策を検討する地域課題整理型ケア会議を年に２

回、地域ごとに開催し、最終的には、エの地域ケア

推進会議を開催し、豊岡市全体の課題や方針案を検

討していきます。 

 （３）の認知症施策の推進は３７ページで説明を

いたします。 

 （４）生活支援・介護予防サービスの充実・強化

ですが、主なものを記載しております。アの予防給

付基準訪問介護事業は、要支援認定者等が自立した

生活を行うことができるように事業者のホームヘ

ルパーが自宅を訪問し、身体介護や家事、生活等に

関する相談及び助言等を実施しております。分かり

やすく言えば、要介護の方の訪問介護の要支援版と

なります。９月末の延べ利用者は２，１６８人であ

ります。 

 イの予防給付基準通所介護事業は、要支援認定者

等にサービス提供施設で介護職員等が生活等に関

する相談及び助言、健康状態の確認、その他の日常

生活上の支援及び機能訓練の実施をしております。

分かりやすく言いますと、要介護の方のデイサービ
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スの要支援版であります。延べ利用者は９月末で４，

６４１人であります。 

 ウの通所型介護予防事業、運動からだ元気塾と言

っておりますが、６５歳以上の生活機能の改善が必

要な高齢者に理学療法士、栄養士などが生活機能を

改善させるため、運動機能向上プログラムを基に個

人に合った運動や栄養指導等を行っております。豊

岡地域ではウェルストークで、他の地域では各地域

の健康福祉センターでウェルストークの職員を派

遣して行っております。実施回数は１０月末で２１

７回、延べ参加人数は６４４人であります。 

 続いて、３５ページをご覧ください。エの支え合

い通所介護事業、オの支え合い生活支援サービス事

業につきましても３７ページで説明をいたします。 

 （５）の高齢者の社会参加の促進ですが、平均寿

命の延伸に伴い、今後の高齢者は支えられる側から

地域を支える側に活躍することが求められており

ます。今後は高齢者のニーズに沿うような地域参加

の機会づくりを推進していくことが必要となりま

す。老人クラブ活動促進事業、高齢者大学・高齢者

教室、スポーツクラブ２１など、幅広い事業に参加

をしてもらい、その培ったノウハウを今後各地域に

おいて発揮していただくと考えております。 

 次に、２の財源の安定確保です。介護保険料の収

納確保ですが、こちらは例年どおりでありますが、

記載されておりますアからエの４項目について実

施し、滞納を減少する努力を行っております。 

 最後は、３の介護給付の適正化です。まず、（１）

の要支援・要介護の認定及び訪問調査の適正化です

が、アのように県主催の要介護認定調査員を対象と

した研修への参加、イのように年４回程度の介護認

定係内の連絡会等の実施を行い、現在２４人いる介

護認定調査員の誰もが公平で適正な調査を実施で

きるよう、技能の向上及び情報の共有を図っており

ます。要支援・要介護の認定者数は、ウに記載のと

おり、今年の８月末時点で５，１３１人で、前年同

月が５，０１６人でしたので、１年間で１１５人増

加しております。 

 次に、（２）のケアプランの点検ですが、まず、

ケアプランとは、介護支援専門員などが要介護状態

になっても利用者が可能な限り居宅において自立

した日常生活を送れるよう、必要なサービスの種類

や量を作成したものであります。そのプランが自立

支援に適切なものとなっているかを検証すること

がケアプラン点検で、１０月末現在で運営指導時で

は１事業者の６件を随時では１６２件を点検をし

ました。私からの説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 高年介護課の和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 引き続き高年介護

課の事業につきまして、進捗状況等をご説明させて

いただきます。 

 資料の３６ページをお願いします。高年介護課に

おきましては、高齢者ができる限り住み慣れた地域

で暮らし続けられるよう、介護予防・生活支援体制

の整備、認知症総合支援の事業を重点項目として推

進しているところでございます。その進捗状況につ

いてご説明申し上げます。 

 まず、１、介護予防・生活支援体制の整備につい

てです。（１）ア、一人暮らし高齢者等安心・見守

り活動です。これは行政区に行っていただいている

高齢者等の見守り活動につきまして、月に２回程度、

訪問等を行っていただいた場合について補助を行

うというものでございます。今年度１０月末現在に

おきましては、実施されている行政区の数は、昨年

度比較で１行政区の増、全行政区のうち８９．７％

に当たる３２２区で実施していただいてるところ

でございます。 

 ３７ページをお願いします。次に、イ、ふれあい

いきいきサロンです。ふれあいいきいきサロンにつ

きましては、行政区や地域コミュニティが高齢者の

社会参加と住民交流を目的にサロン活動を実施し

た場合につきまして補助を行うというものでござ

います。１０月末現在で２６５行政区、２４のコミ

ュニティで実施していただいております。 

 なお、昨年度比較におきましては、６行政区、１

コミュニティの減、その要因につきましては、やは

り新型コロナウイルス感染症に伴う活動自粛によ

るものと考えております。これらの見守り活動、サ
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ロンにつきましては、２０１８年度から実施してお

りまして、今年で５年目となっております。 

 次に、（２）支え合いサービス事業です。これは

高齢者等が地域において自立した日常生活を営む

ことができるよう支援するサービスで、独り暮らし

の高齢者宅に訪問し、家事援助等を行う訪問系の支

え合い生活支援サービス、そして、介護予防のため、

短時間の体操や食事を提供する通所系の支え合い

通所介護事業の２事業があります。地区の範囲、い

わゆる地域コミュニティ単位においてＮＰＯ法人

や社会福祉法人、あるいは住民主体の団体によって

実施していただいてるところでございます。 

 今年度９月末現在の実績につきましては、支え合

い生活支援サービスが昨年度から１地区増の１１

地区で実施、利用者数は１１０人となっております。

支え合い通所介護事業につきましては、１３地区で

実施し、実利用人数は９１人となっております。 

 次に、認知症総合支援事業（認知症あんしん大作

戦）の推進でございます。認知症の方ができる限り

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよ

う、認知症予防や介護者の支援、また、地域と連携

し見守りを行うなど、認知症に係る様々な事業を行

っているところでございます。 

 ３８ページにその主な内容を記載しております。

（１）認知症に関する普及啓発の推進では、認知症

について多くの方が理解を深め、認知症の方を見守

り支援するための認知症サポーター養成講座を開

催しております。１０月末現在で１４回、２７０人

に受講していただいてるところでございます。小学

校などでも実施しているところでございます。 

 （２）早期発見・早期対応です。医師、看護師、

作業療法士、社会福祉士等で構成する認知症支援チ

ームにおいて、早期に認知症の方やその家族に関わ

り、早期診断、早期対応に向けた支援などを検討す

る会議を毎月１回実施しているところでございま

す。 

 （３）認知症ケアとしましては、医療・介護従事

者に対する研修、（４）、（５）につきましては、

介護されている家族の方などへの支援、（６）とし

ましては、権利擁護の推進でございます。 

 （７）地域見守り体制です。これは生活関連の事

業者などと協定し、例えば郵便局や運送会社等と協

定しまして、新聞がたまっているなどの高齢者のち

ょっとした気がかりなことに気づいたときに地域

の包括センターなどに連絡していくなど、地域でさ

りげなく見守っていただく高齢者見守りネットワ

ーク事業や認知症の方を事前に登録していただき

まして、登録番号つきのステッカーを靴等に貼って

いただくことで、万が一のときに早期に発見できる

ように認知症高齢者等見守り・ＳＯＳネットワーク

事業を展開しているところでございます。今年度新

規に２事業者に協力事業者として登録していただ

いたところでございます。 

 なお、これらの認知症を支援する体制整備の検討

につきましては、豊岡市認知症支援ネットワーク会

議などの意見などを踏まえて、実施、検討をしてい

るところでございます。高年介護課からは以上でご

ざいます。 

○委員長（岡本 昭治） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、３９ペー

ジをお願いします。健康増進課からは４点上げさせ

ていただいてます。 

 私からは、保健事業、健康増進事業の推進と新型

コロナワクチン接種の推進の２点を説明いたしま

す。 

 まず、１点目です。保健事業・健康増進事業の推

進についてです。現況と課題については、健診や健

康相談などを実施することにより健康づくりへの

意識啓発や、知識の普及を図ることにより生活習慣

病予防やフレイル予防など、健康づくりの推進を図

る必要があるとしています。基本方針は、個人の健

康づくりへの取組が家庭や地域、職場などに広がり、

市全体の元気につながることを目指し、施策を推進

するとしています。 

 概要及び進捗状況について説明いたします。１の

総合健康ゾーン健康増進施設管理については、ウェ

ルストーク豊岡について、２０２５年度から次の事

業年度が始まりますので、今年度は施設や設備の劣
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化診断、それから、次の事業年度をどのような事業

方式を採用するかなどの調査、検討資料をまとめて

まして、来年度はそれを基に次期事業に向けた方針

を決定していく予定にしています。 

 ２の健康行動計画策定事業については、豊岡市健

康行動計画（第２次）の中間評価を行い、見直しを

行っているところで、豊岡市食育推進計画及びいの

ち支える豊岡市自殺対策計画については、最終評価

と次の計画策定を行っているところです。（１）の

中間評価委員会ですが、２回開催しています。（２）

今後の予定ですが、今日の昼から３回目の中間評価

委員会を開催し、パブリックコメントにかける計画

案を確定し、来年１月から２月にパブリックコメン

トを実施、３月に計画を完成させる予定としていま

す。 

 ３の母子保健事業についてですが、（１）産婦健

康診査助成事業については、産婦健康診査に係る費

用を助成することにより、市がその結果を把握し、

産後鬱病の早期発見と早期支援、新生児への虐待予

防等、切れ目ない支援の充実を図ることとしていま

す。実績ですが、９月末で２０２件、９８万９，９

４０円を助成しています。そのうち１６件が要支援

の件数となっています。 

 次に、４０ページをお願いします。（２）子宮頸

がんワクチン接種についてですが、アの接種勧奨に

よる予防接種、定期の予防接種分の実績ですが、９

月末で１回目接種が９５人、２回目が６１人、３回

目が２２人となっています。 

 イの接種勧奨が差し控えられていた期間の定期

接種対象者などに対するキャッチアップ事業、これ

は２０２２から２０２４年度の３年間の事業とな

っております。それの実績ですが、１回目接種が１

７２人、２回目が７０人、３回目が７人となってい

ます。 

 ４の感染症予防対策についてですが、風疹の追加

対策の期間が延長されましたので、引き続き実施し

ています。対象者としては、昭和３７年４月２日か

ら昭和５４年４月１日の男性になります。期間とし

ては、１回目が２０１９から２０２１年度、２回目、

今年度から２０２４年度までということです。９月

末の実績ですが、抗体検査の人数が３，７４７人、

累計です。そのうち抗体が陰性の方が１，３１１人、

そのうち予防接種された方が１，０５９人となって

います。 

 続きまして、４１ページをお願いします。新型コ

ロナワクチン接種の推進についてです。現況と課題

については、現在主にオミクロン株対応ワクチンと

小児への接種を実施しているところです。基本方針

は、１２歳以上対象者へのオミクロン株対応ワクチ

ン接種を実施する。５歳から１１歳の方、小児の方

への接種を実施する。生後６か月から４歳の方、乳

幼児と呼んでますが、への接種を実施するとしてい

ます。 

 概要については、４２ページをお願いします。１

の接種率ですが、１１月８日現在として、オミクロ

ン株対応が１０．４％、小児接種、これは初回接種、

１回、２回終わられた方が１５．２％となっていま

す。２の接種が受けられる期間ですが、２０２３年

３月３１日までとなっています。３の接種対象者で

すが、（１）の初回接種、１回目、２回目の方です。

これのアは５歳から１１歳以下の方、小児と呼んで

るとこです。イは１２歳以上の方となっています。 

 それから、（４）オミクロン株対応ワクチン接種

については、対象者は初回接種、１回目、２回目を

完了した１２歳以上の方となっております。 

 （５）の乳幼児初回接種、これは３回接種で初回

接種となってます。生後６か月以上４歳以下の方、

約２，４００人としております。 

 ４の接種間隔です。（１）の初回接種については、

ファイザー社は２回目は１回目からおおむね３週

間、モデルナが２回目が１回目からおおむね４週間

となってます。 

 次に４３ページの（４）オミクロン株対応ワクチ

ンの追加接種の分については、今年の１０月２１日

までは前回接種から５か月となっていましたが、２

１日以降は前回接種から３か月となっております。 

 （５）乳幼児の初回接種、１、２、３回目は、２

回目は１回目から３週間後、３回目は２回目接種か
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ら８週間後の接種間隔となっております。 

 次に、５の接種努力義務の適用状況ですが、表に

まとめておりますのでご清覧ください。６の接種ワ

クチンについても、年齢、それから回数ごとに表に

まとめておりますのでご清覧いただきたいと思い

ます。 

 ４４ページをお願いします。７の接種体制等です。

（１）の初回接種、１回目、２回目の接種について

は、今はオミクロン株対応ワクチンを主流にしてま

すので、そのワクチンの接種状況を見ながら、初回

接種の枠を設定しているところです。（２）のオミ

クロン株対応ワクチンの接種については、基本的に

は（１）と同じ体制ということで、施設、それから

市の集団接種、市内の医療機関というふうに実施し

ますが、ただ、市内の医療機関で接種する個別接種

については、来年２０２３年１月以降に実施する予

定で今調整をしているところです。（３）の乳幼児

初回接種、１回目、２回目、３回目は集団接種で実

施する予定としております。 

 ８のスケジュール等です。（１）の初回接種、１

回目、２回目についてのイになりますが、１２歳以

上の方、これは先ほど言ったオミクロン株の状況を

見ながら実施していくということにしております。 

 （４）のオミクロン株対応ワクチンについては、

１０月８日から開始をして、現在集団接種で実施し

ているとこです。（５）の乳幼児の初回接種につい

ては、１２月４日から実施する予定で今準備を進め

ているところです。私からは以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 私のほうからは、

歩いて暮らすまちづくりの推進について説明をさ

せていただきたいと思います。 

 資料のほうの４５ページをご覧ください。現況と

課題につきましては、健康に関心のある市民だけで

なく、関心のない市民も楽しみながら健康づくりに

取り組むという視点を持ったまちづくりが必要だ

と考えております。基本方針としましては、社会全

体の健康度を上げることを目標にしております。具

体的な事業としましては、楽しみながら自主的な健

康づくりに取り組んでいただくためにスロー筋ト

レを柱としました健康運動教室、玄さん元気教室と

歩キング（ウオーキング）を柱に事業推進を図るこ

ととしております。 

 事業の進捗状況です。１番、玄さんの元気教室に

つきましては、１０月末現在でコロナの感染に注意

しながら、２１７団体が活動をされております。現

在普及している運動につきましては、少し負荷が大

きいというような声もありますので、例えば椅子な

どに座るなどの工夫をすることによって、体に少し

易しい運動をこれまでどおりに皆さんと同じリズ

ムというか、皆さんと同じで一緒にできる運動を提

案することとしております。現在撮影が終わりまし

て、動画を編集作業をしておりますので、今年度中

に活動している団体につきまして紹介できるよう

な形で進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 ２番、歩キングの推進につきましては、歩数を増

やすだけに重点を置き過ぎまして、腰や膝などを痛

めることがないように安全で正しい歩き方を学ぶ

講座、地域の皆さんと楽しみながら歩く教室のほう

を開催させていただいております。 

 ３番、運動健康ポイント制度につきましては、運

動を始めるきっかけとして、参加者を増やして、さ

らに運動を継続していただくために運動健康ポイ

ントの制度を設けております。具体的な２つの取組

をさせていただいております。シートによるポイン

トをためる方法とアプリによりポイントをためる

方法ということです。歩くことによりまして、運動

健康ポイントをためて施設の利用券などの景品に

交換したり、ポイントを地域の施設や小学校などに

寄附していただくためのシート作成をさせていた

だいております。地域全体で声をかけながら連携し

て運動を進めていただくというために、シートの受

け取りとか市民の方にお渡ししていただく業務を

地域コミュニティのほうに委託しておりまして、現

在１７のコミュニティで取扱いをしていただいて

おります。そのコミュニティにつきましては、受け

取りとか確認の手続を１通当たりしていただきま
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したら、１００円お渡しっていうか、委託料として、

手数料としてお渡ししますので、そちらのほうも地

域の活動に役立てていただくということで、地域全

体で貢献できるような仕組みづくりのほうをつく

っていきたいというふうに思っております。 

 あと、若い方とか学校関係者やＰＴＡさんにつき

ましては、ウオーキングに取り組んでいただくため

にスマートフォンアプリのほうの普及にも力を入

れておりまして、少しずつ利用者のほうが増えてお

りまして、１０月末現在で５，９１７人の利用があ

るという状態です。 

 引き続きまして、４６ページのほうをご覧くださ

い。結婚支援事業の推進につきまして説明をしたい

と思います。 

 こちらのほうの基本方針としましては、結婚した

いと思う人が結婚できるように、若者が集い、交流

する場や機会を増やしながら、交際や結婚に向けた

支援を行っているところです。 

 事業としましては、毎月開催しております結婚支

援イベントはーとピーやお見合いのほうの設定な

ど、コロナ感染防止対策を徹底しながら事業を継続

的に実施しております。 

 事業の進捗状況につきましては、１０月末現在で

１１組の成婚実績のほうが現在上がっております。

成婚数を増やすためにボランティア仲人さん、縁む

すびさんといいますけども、と協力しまして、結婚

希望者の登録申請者のほうを増やすとともに、お見

合いの回数を増やすことで異性との交流の機会を

増やすことを目標に取り組んでおります。 

 ４番のほうのボランティア仲人である縁むすび

さんの活動についてですが、今年度１０月末時点で

２０８件のお見合いを設定しまして、現在交際中の

カップルが５８組ということになっておりまして、

交際が継続して、成婚まで結びつくように大切に支

援のほうを行っていきたいと思っております。 

 また、２０２１年度、昨年度から取り組んでおり

ます６番の若者独身者交流事業につきましては、婚

活事業のほうが少しハードルが高いと感じてこれ

までは参加しなかった層をターゲットにカップリ

ングを行わない交流の場を企画運営しております。

企画運営に当たりましては、はーとピーの企画委員

さんの協力をいただきまして、若者自身の手による

交流事業を推進しております。毎月開催場所とか内

容を変えながら開催しておりまして、１０月末時点

で参加者の方の総数が１２９名ということで、１回

当たり１９名の若者の方が参加していただいてる

状態になります。昨年度からスタートしておるんで

すけども、この事業をきっかけに１組のカップルが

成婚したということで、そういうような状況であり

ますので、引き続き若者の交流する機会を増やして

いくような形で取り組んでいきたいと思います。以

上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） 以上で健康福祉部の説明は

終わりました。 

 少し範囲が広くなりましたけども、今の説明につ

いて、質疑、意見等があればお願いします。 

○委員（西田  真） 委員長、１件だけよろしいか。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ２８ページの（３）番の地域

コミュニティ等での地域福祉に関する研修会、これ

は地域福祉研修会２１回と福祉連絡会が１５回あ

ったということなんですけど、平均で結構なんです

けど、どれぐらいの参加人数で活発な議論をされと

るんかどうか、その辺の状況もちょっとだけお知ら

せいただければと思います。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 社会福祉課の大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 地域はちょっとお聞

きしておるんですけども、人数とか内容については

ちょっと今資料ございませんので、後でお答えした

いと思いますので、お願いできますでしょうか。 

○委員（西田  真） 委員長、そしたら、後で資料

をお願いしていただければ。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ２点ほどお聞きしたいんです

けれども、まず、１つ目は、２７ページの福祉車両

の貸出しというのがあったと思うんですけども、こ

れはコミュニティに貸出しっていうことだったと

思うんですけれども、買物とか、病院に行ったりと
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か、そういうようなことなのか、どのような感じで

活用が進んでるのかお知らせください。 

 それと、もう１点、３４ページとちょっと関連す

るかなと思うんですけれども、ケア会議とかいろん

なのがあるんですけれども、委員会で１０月に久留

米市を視察したときに重層的支援会議っていうの

を久留米市さんがしとられるところを視察行った

んですけれども、お困り事を持っていらっしゃる方

が、例えば認知症もありいの、そういう住宅に困っ

ていらっしゃることもありいの、いろんなことを抱

え込んでいらっしゃる方に対して、いろんな組織が

一緒になって支援会議みたいな、そういうのをして

いくというようなことを何か豊岡市さんもちょっ

と、社協さんとかと一緒になってつくりかけてるよ

うな話をちらっと聞いたことがあるんですけども、

そこら辺２点お願いします。 

○委員長（岡本 昭治） 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 先ほどご質問ござい

ました福祉車両の貸出しにつきましては、社協さん

のほうで移動交通課題への取組としまして、福祉車

両を活用した取組、コミュニティなかすじさんだと

か、それから福祉車両を活用した取組として、八条

コミュニティさんとかが地域づくり計画で出され

た外出課題について地区内でどれほど必要がある

かということを検証するため、そういった福祉車両

の貸出事業を行っておられます。今後も車両を活用

し、買物ツアー等の取組も検討されてるようにお聞

きしております。 

 それから、山宮区の買い物支援活動「いｃａｒで」

というのがございまして、買物難民っていうか、買

物希望者を店舗まで送迎し、買物のサポートをする、

ふだん買物に行きづらかったり、自分の目で見て買

う機会が少なかったりするなど、買物困難者への支

援を行うことで支え合いの地域づくりの推進を行

っておられます。以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 先ほどの２件目の質

問であります。そちらの視察の重層的っていうケア

がちょっと分かりませんが、先ほど言いました３４

ページの１の（２）のイです。個別ケア会議という

のが、これが個人的に困難な方ということで、そう

いう問題を抱えてる方につきまして、特に重点的に

特別に会議を行っています。その中で基本は社協さ

んの包括さんがメインでされて、当然、高年介護課

も出ますし、各地域でしたら、市民福祉課のほうか

らも出ていただいています。 

 その中で県のほうの長寿の郷からも理学療法士

さんのほうも出ていただきまして、いろんな観点の

ほうからその方の課題を解決できるようにという

ことで会議を行っております。現在は地域ケア会議、

先ほど言われたような会議については、この個別ケ

ア会議をやっているということであります。説明は

以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ありがとうございます。 

 先ほど大谷課長が言われました、コミュニティ車

両っていうのは、ごめんなさい、ちゃんと見てなく

て、どこの車両、どういう車両を使っていらっしゃ

るんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） これは社協さんの車

両だったかと思います。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（岡本 昭治） その他ございますでしょう

か。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 社会福祉、子供の貧困対策の

推進の３２ページの進捗状況の２番かな。気づきシ

ートのことですけど、これは今年の何月ぐらいから

始められたんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 社会福祉課、丸谷参事。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） ただいまご質問い

ただきました気づきシートについてでございます。

今年の８月に教育委員会のほうに依頼をしており

まして、その後、各校に配付をして活用をお願いし

ているところでございます。また今後の予定としま
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しては、今年度末をめどに半年程度の期間を区切っ

てその成果っていうのも報告をお願いしようとい

う計画をしております。 

○委員長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） １１月現在で発見・支援件数

もゼロ件ということで、２か月ぐらいの短い期間な

のでそうなのかなと思うんですけど、ここでいう、

気づきシートっていうのは、気になる子供に対して

先生が記入をするっていうやつで、これ前は保育園

とかあっちの幼児教育がずっとされてて、今年から

されたと思うんですけど、気づきシートがゼロなの

がいいのかどうかっていうのもあれだと思うんで

すけど、やっぱりその子に対してのいろんな気づく

っていうことをしっかり書くっていうのはすごい

大事なことだと思いますんで、またその辺のほうも

推進っていうか、どんどん気づいていただくように

お願いしたいと思います。 

 それから、もう１点は４０ページやと思いますけ

ど、子宮頸がんのワクチン接種ですけども、これも

国のほうが、この間も報道があったと思うんです、

新聞なんかでもあったと思うんですけども、来年の

４月ぐらいから新たなワクチンですね、９価ワクチ

ンでしたっけ、いわゆる９種類のパターンの対応で

きるワクチンを推奨というか、国がするっていうふ

うに聞いてるんですけども、今までは２価とか４価

とかだと思うんですけど、その辺の市民の方への周

知、キャッチアップ事業ですけど、その辺は進むっ

ていうか、どういうふうにされておられますか。 

○委員長（岡本 昭治） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） キャッチアップ事業

の周知については、それぞれ対象者が分かりますの

で、その方に個別で通知をしてそれぞれ周知を図っ

てるところです。 

○委員長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 報道では、来年の４月から９

価のワクチンっていう、いわゆる今の種類は少ない

種類の対象しかあれなんですけど、４月から種類が

増えて９価ワクチンというのが増えるって聞いて

て、今の受けようと思ってる人が今受けるよりも４

月以降に受けたほうがいいんじゃないかなとかっ

て思うんですけど、その辺なんかはコントロールと

かされておられるんですか。 

○委員長（岡本 昭治） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ９価のワクチンの定

期化っていうのも最近決まったことですので、こち

らのほうで２価がいいよとか、４価がいいよ、９価

がいいよっていうのはちょっと言えませんので、コ

ントロールというのは特にはしてないです。委員お

っしゃったように、そういった情報が入ってますの

で、ひょっとしたら９価のほうが使えるようになっ

てからしようと思われてる方も中にはあるのでは

ないかと、そこは推測になりますけど、考えてます。

以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 市民の方の不利益にならない

ようにっていうか、よろしくお願いしたいなと思い

ます。これは質問じゃないです。要望です。以上で

す。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、この件はこの程

度にとどめたいと思います。 

 以上で市民生活部、健康福祉部の事務概要の説明、

質問は終わりました。 

 ここで、委員もしくは当局の皆さんから、特に発

言がありますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ないようでしたら、当局職

員の皆様につきましては、報告事項があります課の

職員さんを除いて、ここで退席していただいて結構

です。お疲れさまでした。 

 ここで委員会を暫時休憩いたします。 

午前１０時４９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５１分再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、委員会を再開い

たします。 

 議事順序を変更し、５の報告事項、（１）豊岡西

デイサービスセンターの廃止についてに入ります。 

 健康福祉部高年介護課から説明をお願いいたし
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ます。 

 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 豊岡西デイサービス

センター、これは場所は五荘地区で上陰にあります。

五荘地区コミュニティセンターの前の場所にデイ

サービスセンターがあります。 

 この西デイサービスセンターにつきましては、平

成２５年の４月に豊岡市が所有しておりましたけ

れども、社会福祉協議会のほうに無償譲渡をいたし

まして、今日まで社協のほうがデイサービスセンタ

ーとして事業を継続されてまいりました。このたび

３月末にデイサービス事業を廃止することにされ

ました。これは主な理由としては、収支状況が悪化

してるというような状況から廃止を決断されたも

のでございます。 

 これに伴いまして、社協のほうから、１０月２６

日にその譲与を受けた財産、デイサービスセンター

を無償で現状のまま返還したいというような申出

書が提出されましたので、それを受けて、市として

は、そのまま返還を受けようとするものでございま

す。詳細については課長のほうから説明をさせてい

ただきます。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは事前にお送

りさせていただいております資料のほうで、１の経

緯につきましては、先ほど部長が説明したとおりで

あります。 

 ２の施設の概要から説明をさせていただきます。 

 住所は、豊岡市上陰１３７の１です。位置図につ

きましても送らせていただいておりまして、またご

覧いただきたいと思います。先ほど部長が申しまし

たように、五荘地区コミュニティセンターの前であ

ります。 

 続きまして、竣工年月です。１９９９年、平成１

１年３月で築２３年になります。構造は鉄筋コンク

リート造り２階建てで、延べ床面積は８１７．７５

平米であります。施設の内容は、１階がデイサービ

スセンター、２階がヘルパーステーション、ケアプ

ランセンターとなっており、ヘルパーステーション

は他の建物に移転、ケアプランセンターは統廃合の

予定となっております。公簿面積は１，９８９．９

９平米であります。 

 ３の主な廃止の理由です。 

 １つ目は、収支状況の悪化です。開設当初、市内

には３か所のデイサービス事業所しかありません

でしたが、現在の豊岡西サービスセンター周辺には

１９事業所がサービスを提供しており、利用者確保

が激化し、その結果、収支状況が悪化しております。

直近３年間の収支は、いずれも約５００から６００

万円の赤字となっております。 

 ２つ目は、慢性的な人材不足です。応援職員派遣

による対応や定休日の創設、入浴サービスを中止す

るなどして利用者へのサービス提供を行ってきま

したが、慢性的な介護人材の不足は解消できず、事

業運営が不安定な状況であります。 

 ２枚目をご覧ください。３つ目は、他のデイサー

ビスセンターとの統合が困難なことです。 

 豊岡港デイサービスセンターまたは日高東デイ

サービスセンターとの統合は、送迎に新たな人材が

必要となることや、現在のサービス提供時間が確保

されないことなど、課題があり、統合は難しいとの

ことです。 

 ４の譲与物件の取扱いです。社協からの申入れ書

提出後、協議をした結果、本市としては、社協へ無

償譲渡したときの２０１３年、平成２５年２月１３

日に締結をしました市有財産譲与契約書及び市有

財産貸付契約書等の条項を踏まえ、現在の建物の価

値を認め、また立地場所もよいことから、建物の再

利用も可能であると判断し、無償で現状のまま返還

してもらうこととしました。 

 なお、参考として、豊岡西デイサービスセンター

の現況を添付をしております。 

 まず、（１）土地の評価額ですが、表の下の米印

にありますように、税務課が算定した結果、土地の

評価額は約６，３００万円となります。続いて、

（２）の建物の価格ですが、表の下の米印にありま

すように、建物の耐用年数は５０年としております。

その結果、①の取得価格から②の減価額を差し引い

た現存価格は約１億２，０００万円となります。
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（３）の建物の価値です。約１億２，０００万円の

建物の価格から解体費用約４，５００万円を差し引

いた約７，５００万円となります。説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 この件につきまして、質疑ございませんでしょう

か。 

○委員（西田  真） １点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） これ社協さんのほうでもう、

どういいますか、赤字が続いとって致し方ないと思

うんですけど、次に入られるような予定とか、何か

その辺はありますか、どうでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 次に入られるという

のは、そこの建物にということですか。今のところ

何もないです。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） こういう建物、そのまま同じ

ような業者さんが入ってもらうのが一番だと思い

ますんで、そういうとこをちょっと周知、広報され

たらいいんかなと思っていますんで、よろしくお願

いいたします。以上です、委員長。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 私もこの事業所は地域内でも

ありますし、よく知ってるんですけども、最初、４

事業所って書いてあったのは、向こうの川東ですか

ね、あっちのほうにも、何か東デイってあったよう

な気がするんですが、そこはもうなくなったんです

か。ごめんなさい、ちょっとよく知らなくて。 

○委員長（岡本 昭治） 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） ４事業所というのは、

社協のほうに譲渡したという４事業所は豊岡港、竹

野、日高西のデイサービスセンターです。そのうち

の豊岡西だけ今回はこういう結果になったという

ことであります。説明は以上です。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、以上、ないよう

ですので、健康福祉部高年介護課の職員の皆さんは

退席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 続きまして、国民健康保険運営協議会の開催時期

の見直しについてに入ります。 

 市民生活部市民課から説明をお願いいたします。 

 瀧下部長。 

○市民生活部長（瀧下 貴也） 市民生活部より、国

民健康保険運営協議会の開催時期の見直しにつき

まして説明をさせていただきます。 

 資料１番に記載のとおり、現在、運協の開催につ

きましては、１回目を２月の中旬に開催し、諮問、

報告などを行いつつ、４月に税率改正に向けた協議

をいただき、５月の中旬に答申をいただき、６月に

税条例の改正案であったり、予算の補正ということ

で本格予算への切替えをしております。それを運協

の開始を少し早めまして１月の中旬には諮問、報告

をさせていただき、１月の中旬に協議、答申をいた

だく中で、３月議会にも条例改正と当初予算に間に

合わせるような格好での運協の開催を変更させて

いただきたいということでございます。 

 内容につきましては、担当課長より説明をいたし

ます。 

○市民課長（恵後原孝一） 国保運協のほうでは、従

来から国保事業の基本方針のうち、新年度の国保税

率の決定に特化しまして、市の試算によって審議を

いただいておりました。２０１８年度からの県単位

化によりまして、県が国保財政を担うことになって

からは、各市町の保険者については県が示す標準保

険料率のほうを基本に税率を決定するというふう

な仕組みに本来はなっておりました。それに合わせ

て変えていきたいというふうなことでございます。

それにより、開催日程の縮減が可能となっておりま

す。 

 見直しの理由、書かせていただいておりますが、

県のほうでは、県内同一所得・同一保険料を目指し

てこのほうを取り組んでおります。現在、国保連絡

協議会のほうでは、この保険料水準統一に向けた協

議で県内の保険料率の完全統一を２０２７年度か

ら３年間の経過措置を設けて、原則２０３０年度と

いうふうに決めています。本市においても、これを

見据えた動きをしていく必要がございます。 
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 （２）です。標準保険料率については、例年１月

初旬に県から示されております。県が各市町の被保

険者や所得、あと医療費等の推計状況のほうと、あ

わせて、国県からの交付金、あと保険料統一に向け

て実施します相互扶助等の各種係数等から納付金

算定を行いまして、この納付金算定を基に税率算定

した結果が県から示される標準保険料率となって

おりますので、市町のほうが単独保険者のときのよ

うに保険者である市が一から資料を集めまして医

療費分析等を実施して、この税率算定に時間を割く

ようなことが、そういった意味合いが薄くなってお

るということでございます。 

 （３）です。県から標準保険料率が示される時期

が年明け早々でございますので、タイトなスケジュ

ールではございますが、３月議会に税率を反映した

当初予算の上程が可能となっております。 

 （４）です。国保運協の開催時期と内容を見直す

ことによって、より効率的な運営ができると考えて

おります。前回の国保運協で今年度の税率算定を行

った際には、既に標準保険料率を基本に審議を行っ

ていただきました。従前の１人当たり国保税額の対

前年度比較の考え方から、このような税率算定方法

に変更することで、県が示す同一所得・同一保険料

への移行における本市の課題を明確にできますし、

県内保険料率の完全統一に向けた県と県内市町と

の協議のほうを円滑に行うことができると考えて

おります。 

 なお、県からは、完全統一に至るまでは、県内全

ての市町のほうで保険料負担が上昇する試算が示

されておりまして、これは国保の県民被保険者数、

世帯数、これに伴う総所得のほうが減少していくの

がその要因であるとされております。 

 市のほうでは、県との協議で県下の医療給付の適

正化や被保険者の保険税負担の急激な上昇を抑制

するための意見、要望をこれからも行っていきます。 

 ３番目の参考に上げてますように、（１）です。

２月、３月議会で税率を決定しておりますのは、他

市では、神戸市、姫路市、尼崎市等の１９市町で県

内約半数の自治体となっております。ちなみに但馬

３市２町では６月議会で開催されております。 

 （２）です。今後の運営協議会の開催予定ですけ

れども、議案提出の時期的なことから、１回目につ

きましては、来年の１月１１日水曜日、２回目は翌

週になります１８日の水曜日を予定しております。

１回目の国保運協でこの開催時期の見直しについ

て了解をいただきたいと考えております。報告は以

上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 何か質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ないようですので、以上で

市民生活部市民課の職員の皆さんは退席していた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 委員会を暫時休憩いたします。 

午前１１時０５分休憩 

──────────────────── 

午前１１時１２分再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、委員会を再開い

たします。 

 これより後半の部に入ります。 

 まず、自己紹介に入ります。 

 市議会では、さきの臨時議会において役員改選が

行われ、新体制となっています。 

 当委員会の出席者全員に自己紹介をお願いした

いと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いいたします。 

 それでは、まず、このたび委員長を務めさせてい

ただくことになりました、岡本昭治といいます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員（米田 達也） 皆様、おはようございます。 

 今年度、副委員長をさせていただくことになりま

した、米田と申します。よろしくお願いいたします。 

○委員（小森 弘詞） おはようございます。 

 本年度、委員を務めます小森弘詞でございます。

よろしくお願いいたします。 
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○委員（上田 伴子） おはようございます。上田伴

子です。引き続きよろしくお願いいたします。 

○委員（竹中  理） 久しぶりに文教民生させてい

ただきます。竹中です。よろしくお願いします。 

○委員（石田  清） 今年から文教民生委員させて

いただきます、石田清です。よろしくお願いします。 

○委員（田原 宏二） 失礼します。田原宏二です。

よろしくお願いします。 

○委員（西田  真） おはようございます。西田で

ございます。よろしくお願いします。久しぶりです。

お願いします。 

○委員長（岡本 昭治） 次に、地域コミュニティ振

興部から順にお願いします。 

○地域コミュニティ振興部長（幸木 孝雄） こんに

ちは。地域コミュニティ振興部長をしております幸

木孝雄です。よろしくお願いします。 

○地域コミュニティ振興部参事（米田 紀子） 失礼

します。地域コミュニティ振興部参事の米田です。

よろしくお願いいたします。 

○生涯学習課長（旭  和則） 生涯学習課長の旭と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○生涯学習課参事（土生田祐子） 同じく生涯学習課

の参事をしておりまして、図書館長の土生田でござ

います。よろしくお願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） こんにち

は。文化・スポーツ振興課長をしております原田泰

三と申します。よろしくお願いします。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） おはよ

うございます。文化・スポーツ振興課の参事してま

す。大岸と申します。よろしくお願いいたします。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） おはよう

ございます。新文化会館整備推進室長、櫻田でござ

います。よろしくお願いします。以上でコミュニテ

ィは終わりです。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 じゃあ、教育委員会。 

○教育次長（正木 一郎） 失礼します。教育次長の

正木一郎と申します。いつも大変お世話になってお

ります。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

○教育総務課長（永井 義久） 教育総務課長の永井

です。よろしくお願いします。 

○教育総務課参事（宇川 義和） 教育総務課参事の

宇川です。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（大谷 康弘） 教育総務課参事の

大谷康弘と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○こども教育課長（和田 晃典） 失礼します。こど

も教育課長の和田です。よろしくお願いします。 

○こども教育課参事（木之瀬晋弥） こども教育課参

事の木之瀬でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○こども教育課参事（惠後原博美） 失礼します。こ

ども教育課参事の惠後原博美です。どうぞよろしく

お願いします。 

○こども育成課長（吉本  努） 失礼します。こど

も育成課長の吉本と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○こども育成課参事（河本 美佳） こども育成課参

事、河本と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） こども育成課参

事、吉谷と申します。よろしくお願いいたします。 

○こども育成課参事（桒垣 敦子） 失礼します。こ

ども育成課参事、桒垣と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に、事務局を担当

します議会事務局の小崎です。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 それでは、協議事項に入らせていただきます。 

 （１）委員会所管事項の事務概要について。 

 まず、当局から部単位で一通りの説明を受けた後、

各委員から質疑等を行っていただきます。 

 本日は、あくまでも事務概要説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局説明及び委員か

らの質問は、要点を押さえて、簡潔明瞭にお願いい

たします。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ
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イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いい

たします。 

 それでは、地域コミュニティ振興部から説明をお

願いいたします。 

 生涯学習課、旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） それでは、生涯学習

課の事務概要について、主な事業の実施状況につい

てご説明をいたします。 

 資料は５ページをご覧ください。太字の概要及び

進捗状況をご覧ください。１の（１）植村直己の冒

険精神の伝承、子供たちの挑戦する心の育成につき

ましては、植村直己冒険館では、９月末までに２万

６，９３６人にご利用をいただきました。中でも、

宿泊体験ができるぼうけんステイは、同じく９月末

現在で１，０６２人の利用があり、年間目標１，０

００人を既に達成しております。今後も指定管理者

の下、植村氏の冒険精神、世界中から愛された人と

なりを伝えるとともに、挑戦する心を育む施設とし

て体験プログラムを提供してまいります。 

 続きまして、（２）図書館未来プラン（後期）の

推進については、機能強化を図るため、３つの視点

に基づく取組を実施しております。 

 １つ目の視点、あらゆる情報提供の拠点として、

セルフ貸出機の導入など、環境整備を図っています。 

 ２つ目の視点、子供の読書支援では、新たな取組

として、市内小・中学校のモデル校６校に司書が出

向き、生徒、児童が運営する図書委員会の活動への

アドバイスを行い、学校図書の充実を支援しており

ます。 

 ３つ目の視点、つながりと活動のきっかけづくり

では、市民団体サンデーマーケット実行委員会が企

画実施する日曜マルシェを誘致し、５月から１０月

にかけて６回開催するなど、親子で図書館を利用す

るきっかけづくりを行いました。 

 続いて、資料６ページをお願いいたします。（４）

生涯学習サロンの運営については、主に生きがい創

造学院による１３講座、１５教室に利用され、２０

０人が創作活動を行っております。また、８月には、

初めて自主事業として、子供とその保護者を対象と

した夏休み陶芸体験教室を開催し、９組、２３人の

参加がありました。 

 続きまして、資料は７ページをお願いいたします。

多文化共生の推進についてでございます。同じく太

字の概要及び進捗状況をご覧ください。 

 １のＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡ等での外国人

市民相談・交流事業及び研修会等の開催については、

（１）の出張相談会・交流事業として、日本語教室

を主宰する２団体へ委託し、４月から月２回、第２、

第４土曜日に多文化交流サロンを実施しています。

１０月までに１４回開催し、９か国、２１７人の参

加がございました。 

 続きまして、（２）多文化共生のための研修会開

催については、窓口等での外国人市民とのコミュニ

ケーション能力の向上を図るため、９月には職員向

けのやさしい日本語講座を開催いたしました。また、

市民向けとして、日本語ボランティア研修を同じく

開催いたしました。 

 ８ページをお願いいたします。３の多文化共生推

進プランの事業推進については、外国人市民の声を

聞くため、多文化共生ワークショップを８月６日に

開催し、１４名の参加がありました。中国とフィリ

ピン出身の方の語りを聞いて、外国人市民の権利に

ついて考えるグループワークを行いました。説明は

以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） 文化・スポーツ振興課、大

岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） それで

は、９ページ、文化芸術の振興、下から３行目の進

捗状況をご覧ください。 

 １項目め、文化芸術創造交流事業です。（１）豊

岡アートシーズン２０２２につきまして、各文化施

設が展開している事業をまとめて１冊の冊子にし、

子供たちを中心に情報発信をしているものです。春

夏期は７月２３日に市民プラザで開催しましたと

よおか縁日などをはじめ、３７事業を実施いたしま

した。秋冬期につきましては、演劇、音楽、古典芸

能など４０事業を予定し、現在実施しているところ

です。 
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 （２）子供たちへの文化芸術事業では、出石永楽

館において、市内小学校６年生を対象に狂言教室を

９月２８、２９の２日間に分けて開催いたしました。

７０９名の児童が狂言を観劇、体験させていただき

ました。また、昨日１１月１６日より、市内小学校

２年生を対象にしましたサンタクロース会議を市

民プラザ、江原河畔劇場、出石永楽館で現在実施中

です。 

 続きまして、１０ページ、８行目をご覧ください。

公募展の推進です。 

 市美術展につきまして、１１月２日から６日まで

の５日間、総合体育館で開催いたしました。出品数

２，７２４点、うち入選以上作品１，３１６点を展

示いたしました。期間中８，８４２名の方にご来場

いただき、観覧いただきました。 

 伊藤清永賞子ども絵画展につきましては、１０月

１日から１６日までの１４日間実施し、出品数１，

６８５点、うち入選以上の１００点を市美術館にて

展示いたしました。期間中１，１９７名の方にご来

場いただきました。 

 ３項目め、豊岡市民会館自主事業です。７月１８

日の自衛隊音楽隊避難訓練コンサートなど、これま

でに３事業を実施いたしました。今後は１２月２４

日に開催いたします京都橘高等学校吹奏楽部クリ

スマスコンサートなど３事業を予定いたしており

ます。チケットももう少しありますので、よろしけ

れば、ぜひご来場いただければと思います。 

 また、市内小学校におきまして、プロの演奏家が

出向いて行うおでかけ訪問コンサートを５月２７

日から７月１日までの間で１４校で実施いたしま

した。 

 ４項目め、文化施設の利用促進です。１０ページ

から１１ページにかけて記載しております。日本・

モンゴル民族博物館では、夏休み期間に開催しまし

た「リト＠葉っぱ切り絵展」が好評で、期間中３，

３４０名の方にご来場いただきました。また、美術

館「伊藤清永記念館」では、ここもまた夏休み期間

に開催いたしました「ｔｕｐｅｒａ ｔｕｐｅｒａ

絵本原画展」が好評で、期間中４，９９４名の方に

ご来場いただきました。 

 ５項目め、コロナ禍で低迷する市民の文化芸術支

援活動です。市民の文化・スポーツ活動を支援する

「ａ ｔｅｍｐｏ豊岡プラス」補助金につきまして、

現在活動再開支援分では３５件、１７７万８，９１

０円、ウィズコロナ活動支援分では５件、１７２万

１，０００円の交付を決定いたしております。 

 ６項目め、次期豊岡市文化芸術振興計画策定につ

いてです。現在第１期の計画をベースに２０２３年

から２０２７年までの５か年計画を策定中です。 

 続きまして、文化財の保護と活用について、進捗

状況を説明させていただきます。１２ページ中段の

概要及び進捗状況をご覧ください。実施したものの

み説明させていただきます。 

 ２項目め、文化財の保存と活用について。（３）

１０月３１日付で但東町中山にあります澁谷家住

宅の母屋が国の登録文化財に指定されました。江戸

後期、１８４６年の建物で、近世大型農家の基本的

な間取りであること、但馬地域の歴史的景観に寄与

していることが認められ、登録文化財に指定された

ものです。詳細につきましては、市ホームページ等

に掲載されておりますのでご覧いただければと思

います。 

 ４項目め、国指定文化財但馬国分寺跡の整備につ

いてです。今年度で用地買収最終年となります但馬

国分寺跡整備ですが、今年度中に予定していた用地

買収、物件補償を完了することになっております。

現在のところ、用地・補償交渉とも順調に進んでお

ります。 

 ５項目め、歴史博物館での企画展示、講演会、体

験学習の実施についてです。歴史博物館におきまし

ても、夏休み期間に合わせて「しあわせのリカちゃ

ん展」が大好評で、期間中４，９７１名の多くの方

にご来場いただきました。リカちゃんの展示だけで

なく、市の文化財についての常設展もご観覧いただ

き、多くの方に市の文化財についての周知ができま

した。 

 以上で文化芸術と文化財の進捗状況を終わりま

す。 
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○委員長（岡本 昭治） 文化・スポーツ振興課、原

田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私からは、

スポーツのほうの関係でご説明します。１４ページ

をお開きください。地域に根差した生涯スポーツの

推進と各種大会の誘致ということでの進捗状況を

ご説明いたします。 

 まず、１のスポーツ活動の充実でございます。本

年６月から１０月にかけて実施しておりますもの

のうち、主なものとして８項目ほど上げております。 

 （２）のバレーボール教室につきましては、本市

在住のロンドンオリンピック銅メダリスト井上香

織さんら元日本代表選手を講師に招いて、小・中・

高２３５名の子供さんを対象に、それこそ準備運動

の段階から技術指導に至るまで幅広い分野の内容

において、楽しみを感じながらの指導をいただいて

います。特に高校生の部活動の指導者の先生からお

話を聞きますと、やっぱり身のこなしとかいうのは

もちろん勉強になるんだけども、やっぱり目の前で

一流のアスリートが例えば挨拶であったり、選手へ

の声かけであったり、そういった行動の一つ一つを

生で見る機会になるということで、本当に子供たち

が今後の生活面でのすばらしい手本となってると

いうような、本当にありがたいお言葉をいただいて

まして、どんな練習試合を重ねるよりも大切なすば

らしい体験となったというような言葉をいただい

ております。 

 （４）の全国中学校の新人競漕大会でございます。

こちらにつきましては、全国三大新人競漕大会の一

つなんですけど、本当に豊岡市で水上で行われるの

は２０１６年以来でして、今年全国１６府県から１

０８クルー、２２９名の参加をいただいて開催しま

した。特に本市からも城崎中学校のボート部の生徒

さんが、本当に会場の手伝いからもちろん出場に至

るまで参加してくださって大会を盛り上げていた

だきました。 

 また、このほかにも、（６）サッカー教室とある

んですけども、こちらヴィッセル神戸の指導者によ

ります教室であったり、あと、（７）の野球教室で

は、ＮＯＭＯベースボールクラブのご指導いただい

た教室なんかも今現在も実施しているという状況

でございます。 

 ２の各種スポーツ団体指導者への活動支援とい

うことなんですが、タイトルは支援というふうにな

ってるんですが、実はスポーツ協会さん、それから

各地域のスポーツ協会の方はもちろんなんですけ

ども、特にスポーツ推進員さんやスポーツクラブ２

１の皆さん方には、市が主催するいろんな事業に本

当に多岐にわたって絶大なるお力添えをいただい

ております。 

 地域におけるスポーツの推進とか、健康増進とか

はもちろんなんですけども、地域コミュニティから

の選出である推進員さんなんかは、地域と連携して

ニュースポーツの普及や障害者スポーツ指導なん

かを非常に幅広く活躍をいただいており、本当にあ

りがたいなというふうに思っております。 

 ３の次期スポーツ推進計画の関係ですが、これに

つきましても、第１期の計画をベースに今現在年度

内を目途に策定中だというような状況でございま

す。 

 続きまして、４のスポーツ施設整備についてでご

ざいます。（３）の陸上競技場の高飛び用マットと

いうのは整備が完了しましたほか、（１）の五荘小

学校の夜間照明のＬＥＤ化、それから、（２）のこ

うのとりスタジアムの内野舗装修繕、それから、

（５）の出石Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの改修工事

については、今後工事を進めていくということで予

定をしておるところでございます。また、（４）に

総合体育館の長寿命化改修工事がございます。今１

２月の市議会におきまして、建築工事についての本

契約の議決をいただきたいというようなことで、１

２月議会に工事請負契約の締結について提案をさ

せていただく段取りになっております。この総合体

育館につきましては、２０２３年の３月から２０２

４年の３月末まではちょっと使えないというよう

な状況になります。 

 それから、５のオリンピックレガシーへの取組に

ついてです。これは先ほども申し上げましたように、
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全国新人競漕大会が６年ぶりに開催できたという

ようなことがありますし、また、２０２５年度には

第３４回全国市町村交流レガッタが豊岡で開催を

されるという予定に今なっております。まだ詳しい

ところは判明しておりませんが、そういう予定にな

っております。また、こういった新城崎大橋なんか

も開通をすれば、またコースの関係もいろいろと整

備っていうような話がまた出てこようかと思いま

すが、こういったことにつきましても、議会の皆様

方にもご協力いただいたり、あとボート協会だった

り、地元の城崎温泉だったり、そういった地元の協

会さんなんか、そういった方々にも本当にいろんな

協力をいただいておりますので、その方々との協力

の下、さらにこういったボート競技の普及なんかに

役立てていきたいなというふうに考えております。 

 文化・スポーツ振興課からの説明は以上でござい

ます。 

○委員長（岡本 昭治） 新文化会館整備推進室長、

櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） それでは、

１５ページをご覧ください。新文化会館については、

今年度実施設計を進めております。 

 進捗状況としまして、工事業務の契約状況につい

て、（１）から（４）まで、４つの業務と工事につ

いて現在発注して業務を進めております。 

 特に（４）で、土地の形質の変更に係る調査業務

というのは、いわゆる建設地の土壌の状態を調べる

ということで、総じて土壌調査ということでご説明

させていただいております。調査が終わりまして、

法令上、特に問題になる数字はないと。全て基準値

内で収まっているという結果でした。この結果をも

って、県の担当課と今後の手続の方法を協議してい

くという格好になります。庁内では、その土壌の処

分等について、関係課とも協議を進めていくという

運びになります。 

 続いて、１６ページをご覧ください。議員説明会

ということで、今年度はお忙しいところ、２回、お

時間をいただきました。７月２９日と１１月１日で、

市民への事業説明ということで、１２月１日に市民

説明会を開催する予定で、現在、準備を進めており

ます。実施設計につきましては、最終、３月末に取

りまとめたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

 これで、地域コミュニティ振興部は終わります。 

○委員長（岡本 昭治） 以上で、地域コミュニティ

振興部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑・意見等がありま

したらお願いいたします。ありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ないようですので、続いて、

教育委員会の説明をお願いいたします。 

 教育総務課、永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） ４７ページをお願い

します。教育・保育施設整備等の推進になります。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。非構造部材の

落下防止ということで、これは体育館、武道場のつ

り物等の落下対策です。バスケットゴールとかスピ

ーカーというものになります。今年度、ご覧の３校

を工事しておりまして、１０月末の完了になります。 

 それから、２つ目の老朽化した空調ということで、

普通教室とか特別教室の一部につきましては整備

を済ませたところでございますが、職員室、保健室、

それから事務室等の空調が老朽化した学校がござ

いますので、その部分の工事を行っています。１２

月の初旬ということで完了を予定しております。 

 それから、３つ目の三江小の長寿命化・大規模改

修の基本設計ということで、三江小につきましては

個別施設計画の最優先校ということで、学校が１９

８２年建築ですので、４０年経過しており大規模改

修を計画しています。今年度、基本設計の後、来年

度実施設計、２４、２５で工事というような予定で

進めております。 

 それから、４つ目の児童１人１台端末が入ってお

りまして、ネットワーク環境、特に小学校の数が多

い学校につきまして、すみません、タブレットの速

度が遅い部分がございますので、学校からネットワ

ークに直接、インターネットに直接つなぐ工事をや

っています。小学校では豊小、八条、日高、弘道で
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すし、中学校は豊岡北中と日高東になります。その

改善を行っています。 

 それから、ＧＩＧＡスクールの運営支援というこ

とで、これは民間業者に委託して、教職員の研修支

援でありますとか、ヘルプデスク、ＩＣＴの運営支

援を行うものでございます。今年度、継続して行っ

ているところです。 

 それから、栄養バランスを確保するための学校給

食ということで、２０１４年に学校給食を３％値上

げしておりますが、それ以降、全く値上げしており

ません。その中で、近年、物価高騰によります学校

給食費が非常に厳しい状況になっておりまして、本

来、値上げということは考えにくい状況であります

ので、国の地方創生臨時交付金を活用しまして、公

費で負担しております。記述しておりますのは６月

補正と９月補正で行った部分になります。公費で負

担した１食当たりの金額になります。 

 それから、６つ目につきましては、学校給食の地

産地消の割合を書いております。１学期は２４％と

いうことになります。 

 続きまして、４８ページ、４９ページをご覧くだ

さい。学校再編の状況になります。 

 ４８の下段のほうをご覧ください。進捗状況にな

ります。 

 まず、八代小につきましては、地区ＰＴＡから強

い小規模特認校の要望ということがございまして、

それを受けて説明を行っています。ご覧の３回にな

ります。 

 次に、４９ページの上段をご覧ください。今後の

進め方になります。 

 八代地区につきましては、すごい熱意が伝わって

きますが、その他の部分につきまして、実施計画を

出していただいて、教育委員会のほうで方針を決定

したいというふうに思っています。方針決定は２２

年度中ということで考えております。実施計画の中

身につきましては、特色ある地域の取組であります

とか、魅力あるカリキュラム、それから持続可能性

ということで、体制でありますとか財源、それから

複式学級の解消の可能性であるようなものを判断

材料にしたいというふうに思っています。 

 次に、竹野地域でございます。竹野につきまして

は、施設一体型の小中一貫校を整備しようという予

定にしておりますので、その説明と今後の方向性を

議論いただくために、２の（２）の部分でございま

すが、開設準備委員会を設置して具体的な協議を行

う予定にしています。 

 次に、寺坂と福住の状況です。計画で２０２４年

度の統合ということを出しておりまして、その説明

を行っています。地区のほうでは、保護者の中で、

現に協議をいただいているところです。計画に向け

た協議を今後も進めていきたいというふうに思っ

ています。 

 小坂、小野につきましては、年度内に協議を行う

という予定にしております。 

 その下の２の個別の統合協議ということで、合橋、

高橋、それから日高、静修の状況です。 

 ２３年４月の統合に向けた協議がおおむね終わ

りまして、１２月議会に条例改正の提案をさせてい

ただく予定にしております。以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） こども教育課、和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 豊岡市における教

育の充実についてです。 

 ５１ページをご覧ください。進捗状況につきまし

て、主なものを抜粋してご説明いたします。 

 まず１番の非認知能力向上のための取組の推進

についてです。 

 今年度、市内全小学校１年生におきまして、講師

の指導による演劇ワークショップを年３回実施す

る予定としております。１０月に２回目を終えたと

ころです。３回目を終えまして、その効果測定につ

きましては、引き続き青山学院大学の苅宿教授に委

託しております。 

 また、今年度は８月４日に豊岡市教育フォーラム

を実施しまして、非認知能力向上の取組について、

各学校で情報共有を図りました。 

 次に、２番の豊岡市小中一貫教育の実施について

です。 

 （１）に記載の学校を研究指定校としまして、テ
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ーマに基づきながら、各学校で実践的な研究を推進

しております。 

 （２）にありますように、各中学校区におきまし

ても、小・中学校が連携をしまして、それぞれの校

区の実態に応じた取組を推進しておるところです。 

 また、６月の２２日、それから２月の１４日に小

中一貫教育推進協議会を開催しまして、各中学校区

の取組について、市内の学校で情報共有を図ること

としております。 

 次に、５２ページをご覧ください。１２番になり

ます。ＩＣＴを活用した指導力の向上についてです。 

 １人１台のタブレット端末が整備されて、全ての

学校で、この端末を活用した授業が展開されており

ます。より効果的な活用を行うために、情報教育研

修会を年３回実施しまして、各教員の指導力の向上

を図ることとしております。 

 次に、最後になりますけれども、５３ページ、１

６番の地域とともにある学校づくりの推進につい

てです。 

 竹野中学校と弘道小学校をモデル校にしまして、

３年目の取組となっております。これまでの２校の

取組を検証しながら、地域との新たな協働の在り方

などの可能性について検証しまして、今後、市内へ

の展開を図っていきたいというふうなことを考え

ております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（岡本 昭治） こども育成課、吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） ５４ページをご覧

ください。５４ページ、子ども・子育て支援事業の

推進について、これらの進捗状況につきまして、ご

説明をさせていただきます。 

 まず１番目、待機児童解消対策の推進、（１）番、

豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあ

り方計画の推進についてです。 

 まず、本年度の園関係の大きな流れといたしまし

て、１つ目です。私立保育園の認定こども園への移

行といたしまして、アートチャイルドケア豊岡こう

のとり保育園を本年度施設整備、蓼川保育園につき

ましては、本年度から２か年で施設整備を行うこと

としております。 

 ２つ目です。公立の幼稚園、認定こども園の再編、

統合といたしまして、本年度末には豊岡めぐみ・ひ

かり幼稚園を統合いたしまして、現在の豊岡めぐみ

幼稚園舎を活用して、豊岡幼稚園を設置することと

しております。 

 田鶴野、新田、中筋、神美幼稚園を閉園いたしま

す。 

 合橋と高橋の認定こども園を統合いたしまして、

高橋認定こども園を閉園するというふうな流れが

あります。 

 このため、アにあります説明会の実施状況といた

しまして、豊岡ひかり・めぐみ幼稚園の保護者に対

する説明会、アートチャイルドケアとの共催により

ます園整備事業説明会、蓼川保育園との共催により

ます園整備事業説明会を実施いたしております。 

 ５５ページをご覧ください。イにあります私立認

定こども園への移行ということで、先ほど説明いた

しましたように、２０２３年３月にはアートチャイ

ルドケア豊岡こうのとり保育園が認定こども園と

いうふうな形になる予定となっております。 

 続きまして、ウの放課後児童クラブの整備につい

てでございます。 

 先ほどご説明しました豊岡ひかり幼稚園の閉園

に併せまして、同園で現在開設をしております豊岡

第２放課後児童クラブを豊岡小学校の中で開設す

るというふうな形を行います。そのための整備を９

月に終えたところでございます。 

 田鶴野、清滝、小坂の放課後児童クラブのトイレ

改修工事を行っておりまして、１２月には完成する

予定となっております。 

 新田、神美幼稚園の閉園後、放課後児童クラブの

専用施設として活用するということにしておりま

す。 

 （イ）の委託業務の一番、最下段にございます実

施設計を本年度いたしたところでございます。 

 ２番です。就学前の教育・保育の充実の（１）質

の高い就学前の教育・保育の推進につきましては、

２０２０年の２月に策定いたしました第２次スタ
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ンダード・カリキュラムを活用しましたまなびの公

開保育を実施しております。１１月の１日現在、８

園で実施しておりまして、次のページにも記載して

おりますけども、最終的には１３園で実施する予定

でございます。 

 また、スタンダードカリキュラムの活用の手引き

を今月、１１月に策定をいたしました。今後、これ

らの手引きを基に研修等を重ねまして、日々の教育

現場で活用していただきたいと考えております。 

 （２）番です。運動遊び・英語遊び保育の推進に

ついてです。 

 こちらのほう、豊岡市の非常に特徴のある取組と

して進めておりまして、今後、これからも子供の実

態に合わせた内容に努めながら、これらを推進した

いと考えております。 

 運動遊びにつきましては、１１月１日現在、延べ

１３９回の訪問をいたしておりまして、英語遊びに

ついても、公立、私立の各園を年間１５回程度訪問

するというふうな予定で現在回っている状況でご

ざいます。 

 ３番です。子育て支援総合拠点等の整備の推進に

つきましては、アイティの７階にこども支援センタ

ーを移転するための整備工事を６月に着手いたし

まして、９月末に完成をいたしました。整備に関す

る施工業者名や契約金額は記載のとおりでござい

まして、過日、１１月の１日に移転開設というふう

なことで、今、オープンをしているというような状

況でございます。 

 教育委員会からの説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 以上で教育委員会の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いいたします。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） この今の説明の中には学校給

食のことはないですね。 

○教育総務課長（永井 義久） ４７ページに記載し

ております。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。いや、ちょっ

と何か付随したことなんですけど、今、学校給食は

米飯給食で、全てお米だと思うんですけど、コウノ

トリ米がすごい不足してるような感じで、今はコウ

ノトリ米使ってるけど、何かコウノトリ米が足りへ

んようになるから、普通のお米を、無農薬か、そん

なんを使うようになるような感じのことをちらっ

と聞いたんですけど、そのような情報は別にないで

すか。 

○委員長（岡本 昭治） 教育総務課、大谷参事。 

○教育総務課参事（大谷 康弘） 学校給食で週５日、

コウノトリ米を現在使用しております。作付面積等

は順調に伸びているというふうに担当部局からは

伺っておるところですけれども、流通先として学校

給食に回せる量が不足するとか、そういったことに

ついては、ＪＡさんと農林部局のほうで調整いただ

いておりまして、現在、別途、無農薬米、現在、減

農薬米なんですけども、無農薬タイプの特別栽培米

のほうに切替えが数年後にできないかなというこ

とで、試験的な取組のほうをしていただいておりま

して、そういった現在のコウノトリ米が不足してい

るからという理由ではなくて、無農薬米の提供を、

よりよいお米の提供を目指した取組として、現在、

向かっておるところで、それまでの間の減農薬米の

確保については、特に現時点では不足を生じるよう

なことは聞いておりませんので、ご承知おきいただ

きたいと思います。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか、上田委員。 

○委員（上田 伴子） はい、いいです。 

○委員長（岡本 昭治） ほかにございませんでしょ

うか。 

 それでは、この件はこの程度にとどめたいと思い

ます。 

 以上で、地域コミュニティ振興部、教育委員会の

事務概要の説明、質問等は終わりました。 

 ここで、委員もしくは当局の皆さんから特に発言

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） それでは、ないようですの
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で、当局職員の皆さんにつきましては、ここで退席

していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 委員会を暫時休憩いたします。 

午前１１時５１分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５２分再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、委員会を再開い

たします。 

 次に、委員会重点調査項目についてですが、今後

１年間の当委員会の重点調査項目を決定したいと

思います。 

 参考に、前期の委員会で確認した重点調査項目を

お手元に配信しております。資料の３ページの別紙

１をご覧ください。 

 今期の委員会重点調査項目について、本日の事務

概要の説明を踏まえた上で、協議をお願いいたしま

す。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） このままでいいと思います。 

○委員長（岡本 昭治） ほかに何かご意見ございま

せんか。 

 今、１から９までの項目が調査項目として上がっ

ております。 

 特にという、ご意見がございませんので、前期と

同じように、引き続き、この項目を重点調査項目と

して異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認め、そのよう

に決定しました。 

 次に、（３）の各種委員の選出についてです。資

料４ページ、別紙２をご覧ください。 

 まず下段に記載のとおり、条例等によりまして、

委員長が充て職として民生委員推せん会委員、豊岡

市青少年問題協議会委員、豊岡市災害対策本部出席

者、豊岡市社会福祉協議会評議員、豊岡市功労者表

彰審査委員会委員、豊岡市子どもと心でつながる市

民運動推進協議会会員を受けております。 

 また、副委員長が充て職として、民生委員推せん

会委員を務めることになっております。 

 次に、互選によるものとしまして、上段の記載の

とおり、当委員会から、豊岡市国民健康保険運営協

議会委員を４名、豊岡第２清掃センター管理運営協

議会委員を２名、豊岡市パチンコ店等建築協議会委

員を２名、豊岡防犯協会役員を２名、豊岡市奨学生

選考委員会委員を２名、それぞれ選出することにな

っております。 

 なお、豊岡市国民健康保険運営協議会委員は、括

弧書きの役職が指定されております。 

 また、豊岡防犯協会役員は、米印のとおり、住所

が旧豊岡市の委員ということと括弧書きの役職が

指定されております。 

 この件につきまして、各委員の希望を聞いて調整

したいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。 

 ちょっと暫時休憩いたします。 

午前１１時５７分休憩 

──────────────────── 

午後 ０時００分再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、委員会を再開い

たします。 

 ここでもう一度、読み上げときます。再度、読み

上げさせていただきます。 

 豊岡市国民健康保険運営協議会委員、会長としま

して西田真委員、会長代理、竹中理委員、委員とし

て上田伴子委員、石田清委員、豊岡第２清掃センタ

ー管理運営協議会委員として、小森弘詞委員、田原

宏二委員、豊岡市パチンコ店等建築協議会委員とし

て、石田清委員、小森弘詞委員、豊岡防犯協会役員

として、副会長に西田真委員、監事に上田伴子委員、

豊岡市奨学生選考委員会委員として、米田達也委員、

田原宏二委員と決定いたしました。ありがとうござ

いました。 

 次に、移らせていただきます。委員会の席次につ

いて、ご協議をお願いいたします。 

 本日は、会派構成に配慮した形で着席いただいて

おりますが、現在の着席について、ご意見等があれ

ばお聞かせください。 
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 このままでよろしいですかね。 

〔「このままで。」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） なら、このままでお願いし

たいと思います。 

 特に意見がないようですので、このように決定い

たします。 

 ６です。その他について。 

 この際、皆さんから何かありましたらご発言くだ

さい。 

 はい、どうぞ。 

○事務局主幹（小崎 新子） 委員長、すみません、

先ほどの事務概要の関係で、生活環境課から説明が

したいという申出がありましたので、お願いしたい

んですが、よろしいでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） はい、入っていただいて。 

○委員長（岡本 昭治） 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 先ほど、事務概要を

説明させていただいたときに、実は誤りがございま

して、それのちょっと訂正に参りました。 

 私の説明で、古紙類の再生利用の関係で説明させ

て……（「何ページですか」と呼ぶ者あり）２２ペ

ージの真ん中辺りです。 

 集団回収の促進ということで、ここで実施件数で

すとか補助実績のほうが記載されておるんですけ

ども、私が説明させていただいたほうが正しくて、

実はこの事務概要のほうがちょっと間違ってたと

いうことでございます。去年の数字がそのまま残っ

ていたということでございます。ちょっとチェック

漏れがあったということで、失念しておりまして大

変申し訳ございませんでした。 

 これにつきましては、議会事務局のほうとも相談

いたしまして、正誤表で訂正をさせていただきたい

というふうに考えてますので、何とぞご理解をいた

だきますようよろしくお願いいたします。大変申し

訳ございませんでした。 

○委員長（岡本 昭治） 今の説明の内容についてご

理解いただきましたか。 

 それでは、差し替えをよろしくお願いします。 

○生活環境課長（成田 和博） すみません、お手を

煩わせまして、すみませんでした。 

○委員長（岡本 昭治） その他のところで、何か皆

さん、ございませんでしょうか。 

 特にないようでしたら、以上をもちまして文教民

生委員会を閉会いたします。 

午後０時０４分閉会 

──────────────────── 

 


